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登山の基本を見直し、
慎重な行動を心がけましょう !
遭難対策部からの緊急アピール

　登山活動をめぐる状況は、コロナ禍の中で感染者の拡大・変異ウイルスの

感染と大きく変化しています。緊急事態宣言やまん延防止等重点措置の対象

地域が追加発令されている現状です。ワクチン接種も開始されていますが、

感染拡大の終息にはつながっていません。

　労山内の事故も増加してきました。登山の基本を見直しさらに慎重な行動

を心がけ、自身の登山力量を再度確認して万全の計画を立てて山に出かけま

しょう。

一人ひとりのチェックポイントを再確認

・下山時の転倒事故が毎月 10 件前後発生しています。日頃からの脚力強化の

運動を心がける事と下山時には登りの筋肉疲労が下りに現れる事を意識し、

より慎重な行動を心がけてください。

・4 月に入って登攀（室内ジム含む）事故が急増しました。グラウンドフォー

ルも 2 件発生しました。基本技術が足りなかった事が大きな原因です。日頃

からの相互チェック、目で見て・指さし確認、お互いに声掛けをする等の確

認を徹底して下さい。

・現在まで死亡事故は発生していませんが、登攀・室内ジムでグラウンドフォー

ルの重大事故事例が発生しました。また、沢登りでの事故も 4 月に 2 件発生

しています。

・自身の登山技術や同行者の技量を把握し無理の無い計画を立てて下さい。

・一人ひとりが万全なコロナ対策を講じて、単独行は避けて頂き計画は少人数

での登山をお願いします。

2021 年 5 月 27 日
日本勤労者山岳連盟・遭難対策部



メコノプシス・ムスキコラ
中国雲南省麗江市老君山　標高 3800m

　

こ
の
４
月
に
亡
く
な
っ
た
青
い
ケ
シ
研
究
家
で
写

真
家
の
吉
田
斗
司
夫
氏
を
追
悼
し
、
氏
が
新
種
発
表

し
た
雲
南
省
の
青
い
ケ
シ
を
紹
介
し
た
い
。

　

世
界
遺
産
、麗
江
市
か
ら
西
へ
６０
㎞
ほ
ど
行
く
と
、

標
高
４
１
５
０
ｍ
の
老
君
山
が
あ
る
。
山
頂
近
く
ま

で
車
道
が
通
じ
、
森
や
池
を
巡
る
木
道
が
整
備
さ
れ

て
い
て
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
遊
歩
道
沿
い
に
数
種
の
青
い
ケ
シ
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。２
０
０
８
年
、新
和
ツ
ー
リ
ス
ト（
当
時
）

ツ
ア
ー
一
行
が
こ
の
地
を
訪
ね
た
。
参
加
者
の
一
人

が
木
道
か
ら
外
れ
た
苔
の
生
え
る
湿
っ
た
沢
で
見
た

こ
と
の
な
い
青
い
ケ
シ
を
見
つ
け
た
。
翌
年
、
吉
田

氏
が
同
社
の
ツ
ア
ー
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
こ
の
地
を
訪

ね
る
。
以
前
、
雲
南
省
碧
羅
雪
山
で
発
見
し
た
新
種

の
青
い
ケ
シ
を
共
同
で
発
表
し
た
昆
明
植
物
研
究
所

の
孫
教
授
の
協
力
を
得
て
、
標
本
を
採
取
し
た
。

　

実
は
こ
の
花
は
１
９
２
２
年
に
プ
ラ
ン
ト
ハ
ン

タ
ー
の
フ
ォ
レ
ス
ト
が
採
取
し
て
、Ｍ
・
ラ
ン
キ
フ
ォ

リ
ア
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ラ
ン
キ
フ
ォ
リ
ア

は
森
の
中
で
は
育
た
ず
、
花
弁
の
数
も
５
弁
以
上
と

多
い
。
こ
う
し
た
検
討
を
重
ね
、
２
０
１
２
年
孫
教

授
ら
と
共
同
で
新
種
と
し
て
発
表
し
た
。
種
小
名
の

ム
ス
キ
コ
ラ
と
は
ラ
テ
ン
語
で
苔
の
こ
と
で
、
生
育

環
境
を
表
す
。

　

吉
田
氏
が
発
表
し
た
多
く
の
新
種
は
、
現
地
へ
出

か
け
、
実
際
に
見
た
花
と
標
本
や
記
録
と
を
詳
細
に

比
較
検
証
し
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。

写
真
・
文　

松
永
秀
和

─雲南省編⑤─
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シャワークライミング

サイコロの滝

坂瀬に行かずして沢屋と言えるか！
ゴルジュ、ナメ、滝と三拍子の沢！

石鎚山・南面

　
　

石
鎚
山
の
南
面　

坂
瀬
川

　

太
平
洋
に
そ
そ
ぐ
四
国
の
清
流
仁

淀
川
、
そ
の
上
流
に
あ
た
る
石
鎚
山

の
南
面
に
は
沢
登
り
に
適
し
た
谷
が

多
く
あ
る
。
面
河
渓
の
各
谷
を
筆
頭

に
鉄
砲
石
川
、
草
原
川
な
ど
磨
か
れ

た
花
崗
岩
と
清
冽
な
流
れ
が
魅
力
的

だ
。
そ
れ
ら
の
中
で
も
ま
っ
さ
き
に

紹
介
し
た
い
の
は
坂
瀬
川
。
石
鎚
山

の
西
方
に
位
置
す
る
堂
ヶ
森
を
源
に
、

久
万
高
原
町
の
渋
草
集
落
で
面
河
川

に
合
流
す
る
川
だ
。
沢
登
り
の
醍
醐

味
を
ゴ
ル
ジ
ュ
、
ナ
メ
、
滝
の
三
要

素
に
求
め
る
な
ら
、
坂
瀬
川
は
そ
の

ど
れ
も
が
平
均
点
以
上
に
楽
し
め
る
。

　

つ
ま
り
バ
ラ
ン
ス
の
い
い
良
質
の

遡
行
が
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。「
坂
瀬

に
行
か
ず
に
死
ね
る
か
」
く
ら
い
の

値
打
ち
が
あ
る
と
認
め
て
い
る
。

　

こ
の
坂
瀬
川
に
お
い

て
沢
登
り
の
対
象
と
な

る
区
間
は
、
始
ま
り
が

水
路（
Ｈ
＝
６
９
８
ｍ
）、

終
了
が
堂
ヶ
森
避
難
小

屋
と
な
る
。
こ
の
全
区

間
を
特
徴
に
よ
っ
て
３

つ
の
パ
ー
ト
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

坂
瀬
川
下
流
部

　

ま
ず
下
流
部
は
水
路

か
ら
Ｈ
＝
８
７
０
ｍ
ま

で
の
ゴ
ル
ジ
ュ
帯
。
難

し
い
滝
は
な
い
が
、
長
め
の
淵
が
連

続
し
て
泳
ぎ
が
楽
し
め
る
。
水
量
の

多
い
時
に
は
な
か
な
か
歯
ご
た
え
が

あ
る
。
た
だ
両
岸
は
そ
れ
ほ
ど
高
く

な
い
の
で
、
陰
鬱
で
な
く
高
巻
き
も

可
能
だ
。
最
後
に
坂
瀬
の
大
釜
と
Ｙ

字
滝
を
ク
リ
ア
し
て
、
堰
堤
を
巻
く
。

そ
の
後
し
ば
ら
く
の
河
原
歩
き
で
、

坂
瀬
林
道
に
つ
な
が
る
小
道
の
つ
い

た
小
尾
根
が
左
岸
に
あ
る
。

　

ゴ
ル
ジ
ュ
で
始
ま
り
、

　

中
流
域
は
ナ
メ
、
上
流
は
滝
帯

　

中
流
部
は
そ
こ
か
ら
二
俣
（
Ｈ
＝

１
０
２
０
ｍ
）
ま
で
の
ナ
メ
帯
。
う

る
わ
し
い
ナ
メ
が
顕
著
で
乳
白
色
、

黄
色
、
灰
色
な
ど
色
と
り
ど
り
の
川

床
を
堪
能
で
き
る
。
ま
た
時
期
を
選

べ
ば
、
両
岸
の
新
緑
や
紅
葉
は
見
事

堺秀司　山の子／愛媛
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ナメの青レンジャー

上流域の大滝

で
あ
る
。
春
夏
秋
ど
の
季
節
に
訪
れ

て
も
、
ま
ず
幸
せ
な
渓
な
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
上
流
部
は
二
俣
か
ら
避
難

小
屋
ま
で
の
滝
帯
。
二
俣
の
左
俣
は

六
郎
谷
、
右
俣
は
樽
ヶ
関
谷
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
行
く
べ
き
は
右
俣
で
、
大

滝
や
ユ
ニ
ー
ク
な
滝
が
多
く
て
あ
き

さ
せ
な
い
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
意
欲
が
わ
い

た
ら
ト
ラ
イ
し
た
い
し
、
高
巻
き
も

た
や
す
い
か
ら
安
心
だ
。
詰
め
は
ま
っ

す
ぐ
主
稜
線
へ
向
か
っ
て
も
い
い
が
、

避
難
小
屋
で
遡
行
終
了
と
す
る
の
が

よ
い
だ
ろ
う
。

　

３
流
域
の
ま
と
め

　

こ
の
３
パ
ー
ト
は
左
岸
沿
い
に
延

び
る
坂
瀬
林
道
を
利
用
す
れ
ば
ど
の

パ
ー
ト
か
ら
で
も
入
渓
で
き
る
の
で
、

遡
行
プ
ラ
ン
が
立
て
や
す
い
。
す
べ
て

を
通
し
で
１
ｄ
ａ
ｙ
遡
行
は
達
成
感

が
あ
る
し
、
ナ
メ
帯
＋
滝
帯
の
２
パ
ー

ト
を
味
わ
う
の
は
お
買
い
得
で
あ
る
。

ゴ
ル
ジ
ュ
帯
＋
ナ
メ
帯
も
硬
軟
と
り

ま
ぜ
た
よ
い
組
み
合
わ
せ
だ
。
幕
営

地
に
適
し
た
と
こ
ろ
は
数
多
く
あ
り
、

泊
ま
り
の
沢
登
り
に
し
、
ア
マ
ゴ
で

も
確
保
で
き
た
な
ら
夜
の
焚
き
火
は

き
っ
と
盛
り
あ
が
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

下
山
路
は
車
を
梅
ヶ
市
に
デ
ポ
可

能
な
ら
、
堂
ヶ
森
経
由
で
梅
ヶ
市
へ
。

そ
う
で
な
い
な
ら
遡
行
し
た
樽
が
関

谷
を
二
俣
ま
で
下
っ
て
坂
瀬
林
道
に

出
る
の
が
手
っ
取
り
早
い
。
六
郎
峠

経
由
で
六
郎
谷
左
岸
の
杣
道
を
使
っ

て
二
俣
に
出
る
手
も
あ
る
。
な
お
坂

瀬
林
道
は
Ｈ
＝
９
０
０
ｍ
で
車
は
通

行
止
め
、
そ
の
先
は
徒
歩
の
み
と
な

る
。

滝
　
帯

ナ  

メ  

帯

坂  

瀬  

林  

道

ゴ  

ル  

ジ
ュ  

帯

坂
　
瀬
　
川

二俣

至　梅ヶ市 六郎峠

堂ヶ森

ゲート
大釜

水路

地形図 1：25000　面河渓
仁淀川水系 面河川 坂瀬川
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赤
木
沢
、
太
郎
沢
、
薬
師
沢
左
俣

奥黒部源流
　

太
郎
沢

　

太
郎
平
か
ら
、
薬
師
沢
小
屋
に
向

か
っ
て
尾
根
を
下
っ
た
標
高
２
０
８

０
ｍ
付
近
が
出
合
で
あ
る
。
荒
れ
た

谷
を
暫
く
遡
行
す
る
と
Ｆ
１　

８
ｍ

に
で
て
、
そ
の
後
５
ｍ
前
後
の
幾
つ

酒
井
正
裕　
山
岳
同
人
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ａ
／
東
京

　奥黒部源流で遡行対象となる、赤木沢、
太郎沢及び薬師沢左俣は、技術的に易し
くロープは不要で、源頭が美しいお花畑
と草原になっている。
　美渓というと、滝、ゴルジュ、ナメな
どを想像すると思うが、ツメの美しさも
見過ごせないと思わせるのがこれらの沢
である。特に、これらの沢の中心に位置
する赤木平は、一日のんびりしたくなる
ような雲上の楽園である。

か
の
滝
が
続
く
。
上
部
は
三
俣
と
な

り
右
俣
を
詰
め
る
と
、
美
し
い
草
原

と
お
花
畑
を
縫
っ
て
２
３
３
８
ｍ
の

標
高
点
付
近
に
出
る
。
ま
た
、
技
術

的
に
易
し
い
の
で
、
下
降
し
て
も
特

に
問
題
に
な
る
こ
と
は
な
い
（
初
心

者
が
い
る
場
合
は
、
念
の
た
め
補
助

ロ
ー
プ
持
参
の
こ
と
）。
出
合
か
ら
稜

線
ま
で
の
遡
行
時
間
は
１
・
５
～
２

時
間
で
あ
る
。

　

赤
木
沢

　

本
邦
屈
指
の
美
渓
と
し
て
全
国
的

に
も
知
ら
れ
た
沢
で
あ
る
。
本
流
出

合
の
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
淵
、

そ
し
て
ど
こ
ま
で
も
続
く
ナ
メ
と
ナ

メ
滝
。
そ
の
美
し
さ
は
今
更
語
る
必

要
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
も

雲上の楽園　赤木平

美しい太郎沢源頭ナメが続く赤木沢
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そ
れ
ら
の
滝
の
ほ
と
ん
ど
は
簡
単
に

直
登
で
き
る
。
核
心
部
の
標
高
２
２

０
０
ｍ
付
近
の
大
滝
３５
ｍ
は
右
か
ら

高
巻
く
が
、
急
な
高
巻
き
の
割
に
は

巻
き
道
が
明
瞭
で
手
が
か
り
と
な
る

ブ
ッ
シ
ュ
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

一
般
的
に
は
ロ
ー
プ
は
不
要
で
あ
る
。

ツ
メ
は
幾
つ
か
に
分
か
れ
る
が
、
左

に
ル
ー
ト
を
採
る
ほ
ど
太
郎
平
へ
の

道
の
り
が
長
く
な
る
の
で
、
赤
木
岳

付
近
に
出
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。

　

な
お
遡
行
後
、
当
日
に
折
立
へ
下

山
す
る
場
合
、
前
日
ま
で
に
薬
師
沢

小
屋
に
入
っ
て
お
き
た
い
。
ま
た
、

薬
師
沢
小
屋
か
ら
赤
木
沢
ま
で
の
本

流
の
遡
行
（
概
ね
左
岸
）
は
、
源
流

域
と
は
い
え
水
量
が
多
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
間
の
渡
渉
は
慎
重
な
判
断
が
要

求
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

　

遡
行
時
間
は
、
薬
師
沢
小
屋
か
ら

赤
木
沢
出
合
ま
で
１
・
５
時
間
、
赤

木
沢
出
合
か
ら
稜
線
ま
で
５
時
間
、

北
ノ
俣
岳
と
続
く
。

　

薬
師
沢
左
俣

　

太
郎
平
か
ら
、
薬
師
沢
小
屋
に
向

か
っ
て
尾
根
を
下
っ
た
標
高
２
０
２

０
ｍ
付
近
が
出
合
で
あ
る
。
最
初
は

単
調
な
ゴ
ー
ロ
が
続
く
。
や
が
て
、

Ｆ
１　

１５
ｍ
ト
ヨ
状
の
斜
瀑
に
で
る
。

核
心
部
の
始
ま
り
で
あ
る
。
こ
こ
は
、

右
の
草
付
き
か
ら
高
巻
く
。
直
ぐ
に
同

じ
高
さ
ほ
ど
の
滝
が
で
て
右
か
ら
越

え
る
。
右
か
ら
沢
が
入
る
と
ゴ
ル
ジ
ュ

と
な
り
、
そ
の
奥
に
１０
ｍ
程
の
チ
ョ
ッ

ク
ス
ト
ー
ン
の
滝
が
現
れ
る
。

　

こ
こ
は
左
か
ら
越
え
る
。
こ
れ
を
過

ぎ
る
と
高
さ
６０
ｍ
程
の
３
連
瀑
（
３０

ｍ
・
２０
ｍ
・
８
ｍ
）
に
で
る
。
左
の

ス
ラ
ブ
状
の
岩
を
登
る
。
８
ｍ
の
幅

広
の
滝
を
シ
ャ
ワ
ー
で
登
り
、
続
く

６０
ｍ
の
す
っ
き
り
し
な
い
階
段
状
の

滝
を
登
る
と
赤
木
平
に
出
る
。
草
原

と
お
花
畑
の
中
に
小
川
が
流
れ
る
様

は
、
ま
さ
に
天
国
的
な
美
し
さ
で
あ

る
。
こ
こ
か
ら
は
、
北
ノ
俣
岳
に
向

け
て
楽
し
ん
で
歩
き
た
い
。

　

出
合
か
ら
稜
線
ま
で
の
遡
行
時
間

は
５
～
６
時
間
。

薬師沢左俣 F1 右の草付きを巻く

赤木岳

2580m

北ノ俣岳へ

これより上、
草原に小川のせせらぎ。
美しい。

北ノ俣岳の北に抜ける沢
標高 2310m

階段状。傾斜は比較的緩い
60m
8m 幅広

4m　傾斜緩い

8m
20m
30m

左から直登

左スラブ状
登る

標高 2160m
15m

10m C.S
バンドを

トラバース

3 連瀑

右から

標高 2500m
付近に抜ける沢

（地図上の滝の記号付近）

黒部五郎岳へ

薬
師
岳
右
俣

ウ
マ
沢

黒
部
本
流

赤木沢

太郎小屋
太郎山

北ノ俣岳

赤木岳 薬師沢
小屋

太郎沢

薬師沢左俣

折立へ
至　薬師岳

薬師平

実際には
もっと長い

ゴーロ

右草付きを巻く

小滝

小滝

至　太郎

15m
トヨ状

シャワー

ゴーロ
3m

美しい
草原赤

　
木
　
平

薬
　
師
　
沢
　
左
　
俣

雪渓

赤
木
平

雲ノ平
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風
景
の
中
の
様
々
な
「
形
」
を
効
果
的
に
配
置
す
る

構
図 

（2）

Vol.3

写
真
・
文  

宮
本
宏
明

　

構
図
は
無
限
に
あ
り
ま
す
が
、
こ

こ
で
は
山
岳
写
真
で
よ
く
使
わ
れ
る

構
図
の
例
を
い
く
つ
か
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

き
ま
せ
ん
。
空
が
無
駄
に
広
く
な
ら

な
い
よ
う
天
を
詰
め
、
山
の
形
に
応

じ
て
山
頂
を
右
か
左
に
少
し
ず
ら
す

と
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
り
ま
す
。

三
角
構
図
（
作
例
１
）

　

山
を
撮
影
す
る
際
の
基
本
構
図
と

い
え
ま
す
。
山
頂
を
画
面
中
央
に
置

く
と
山
の
大
き
さ
と
高
さ
が
表
現
で

横
線
構
図
（
作
例
２
）

　

朝
の
稜
線
か
ら
望
む
山
並
み
の
よ

う
な
、
横
線
が
画
面
全
体
に
並
ぶ
構

図
で
す
。
カ
メ
ラ
の
水
平
の
狂
い
が

目
立
ち
や
す
い
の
で
要
注
意
で
す
。

縦
線
構
図
（
作
例
３
）

　

森
の
風
景
の
よ
う
に
縦
線
が
画
面

全
体
に
並
ぶ
構
図
で
す
。
横
線
構
図

と
同
様
に
カ
メ
ラ
の
水
平
の
狂
い
が

目
立
ち
や
す
い
の
で
要
注
意
。

斜
線
構
図
（
作
例
４
）

作例 1　三角構図

作例 2　横線構図

作例 3　縦線構図

作例 4　斜線構図
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重
な
り
合
う
尾
根
や
斜
面
の
シ
ュ

カ
ブ
ラ
な
ど
、
斜
線
で
構
成
さ
れ
た

構
図
で
す
。

対
角
構
図
（
作
例
５
）

　

画
面
の
対
角
線
と
な
る
位
置
に
主

役
と
脇
役
を
配
置
す
る
構
図
で
す
。
視

線
が
手
前
か
ら
奥
へ
と
自
然
に
流
れ
、

遠
近
感
、
躍
動
感
を
表
現
で
き
ま
す
。

放
射
線
構
図
（
作
例
６
）

　

光
芒
な
ど
、
中
央
か
ら
広
が
っ
た

り
、
中
央
に
集
束
す
る
線
で
構
成
さ

像
の
明
る
さ
が
絞
り
１
段
ほ
ど
暗
く

な
る
た
め
、
露
出
に
注
意
が
必
要
で

す
。

　

構
図
作
り
は
、
目
の
前
の
風
景
の

中
に
隠
れ
て
い
る
様
々
な
形
の
「
部

品
」
を
発
見
し
、
主
役
と
な
る
も
の

を
意
識
し
な
が
ら
、
部
品
の
配
置
を

工
夫
し
て
ゆ
く
イ
メ
ー
ジ
で
組
み
立

て
ま
す
。

　

初
め
の
う
ち
は
構
図
の
基
本
パ

タ
ー
ン
や
プ
ロ
の
作
品
の
真
似
で
良

い
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
真
似

れ
、
開
放
感
や
希
望
を
感
じ
さ
せ
る

構
図
で
す
。

Ｓ
字
構
図
（
作
例
７
）

　

川
の
流
れ
な
ど
の
Ｓ
字
曲
線
の
構

図
で
す
。
視
線
が
画
面
内
を
自
然
に

流
れ
、
奥
行
き
、
広
が
り
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。

シ
ン
メ
ト
リ
ー
構
図
（
作
例
８
）

　

鏡
の
よ
う
な
水
面
に
山
な
ど
が
映

り
上
下
（
左
右
）
対
称
と
な
っ
た
構

図
で
す
。
実
像
よ
り
も
水
面
に
映
る

だ
け
で
な
く
、
山
を
歩
き
な
が
ら
常

に
「
何
か
惹
か
れ
る
も
の
」
を
探
し
、

自
分
で
構
図
を
工
夫
す
る
努
力
を
続

け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
こ

そ
が
写
真
撮
影
の
面
白
さ
だ
と
私
は

思
い
ま
す
。

　

画
面
の
隅
々
ま
で
気
を
配
る

　

撮
り
た
い
も
の
を
画
面
に
き
ち
ん

と
収
め
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
余

計
な
も
の
が
写
り
込
ん
で
い
な
い
か

を
確
認
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
ま

作例 5　対角構図

作例 6　放射線構図

作例 7　S 字構図

作例 8　シンメトリー構図
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　可憐な花との出会いは登山の楽しみの一
つですが、見たイメージ通りに写すことは
意外に難しく、無造作に撮影すると上の作
例のような写真になりがちです。
　まず、沢山咲いている花の中から形が
整っていて綺麗な（傷んでいない）花を探
します。写す花が決まったら、上から見下
ろすのではなく花と同じ高さから撮影する
と、下の作例のように全体の形がよく分か
るように写ります。小さな花の場合はカメ
ラを地面に置くくらいまで低くすることに
なりますが、ファインダーまたは液晶モニ
ターを見ながら形が良く見える角度を探し
ましょう。ピントはしべ（雄しべ、雌しべ）
に合わせます。風がやんで揺れが止まるの
を待ってシャッターを切ります。
　くれぐれもお花畑に踏み込むことのない
ようにしましょう。一旦足跡が付いてしま
うと、次々に人が立ち入るようになってし
まいます。

7月 のワンポイント

た
、
被
写
体
を
切
る
位
置
の
微
妙
な
違

い
で
印
象
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

同
じ
山
を
撮
影
し
た
作
例
９
、
１０
は
、

稜
線
を
切
る
位
置
が
僅
か
に
異
な
る
だ

け
で
す
が
、
作
例
９
は
山
の
大
き
さ
、

重
量
感
が
感
じ
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、

作
例
１０
で
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
、
写
真
を
見
る
時
の
心
理
と

し
て
、
イ
ラ
ス
ト
の
よ
う
に
稜
線
が
画

面
の
外
ま
で
点
線
の
よ
う
に
続
い
て
い

る
と
錯
覚
し
、
結
果
と
し
て
想
像
す
る

山
全
体
の
形
が
違
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。

例 9　稜線の切り方　 良い例

作例 10　稜線の切り方　 悪い例

人は無意識に点線のような稜線を想像する
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表紙写真：宮本宏明

「丹波川本流をゆく」　
多摩川源流部の丹波川本流は、背が立たない淵の泳ぎや急
流のゴルジュのトラバース等、全身で水と戯れることがで
きる。仲間と暗いゴルジュを進んでゆくと、前方が明るく
開けてきた。頭上を覆う緑が目に鮮やかだ。

01　連載　中国の青いケシ探訪記
02　美渓に遊ぶ
　　　坂瀬に行かずして沢屋と言えるか！　ゴルジュ、ナメ、滝と三拍子の沢！
　　　赤木沢、太郎沢、薬師沢左俣

06　連載　山を楽しむ写真講座
10　ふみあと

11　美渓に遊ぶ
　　　世附川土沢　ナメの多い癒しの沢
　　　船形連峰　笹木沢

16　大阪府連、1998 ─ 2020 年の事故事例を分析 前編

20　連載　「山の本」から見えてくる登山（クライミング）の歴史
22　連載　アドベンチャー・トラベル 
24　連載　山登りのための やさしい気象講座
26　連載　子づれ山さんぽ
27　ブックエンド『未踏峰と三江併流』

28　専門委員会活動報告

31　全国連盟の活動

32　マンガ　フゥフゥ ハァハァ  

33　連載　白神便り
34　連載　地図読み迷人

36　新連載　山の温泉講座

38　インタビュー  ひと　古田靖志さん 

39　筑井孝子のちょっと人物・物をうまく描こう ／ あらかると

40　連載　オススメ山道具

松永秀和

堺秀司
酒井正裕

宮本宏明

後藤真一
酒井正裕

中川和道

田上千俊

大蔵喜福

野尻英一

       武井真理

友井一公

 

村松孝一

原田勇成

宮内佐季子  小泉成行  監修：村越真

古田靖志

石井光造

笹原芳樹
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コロナ禍での夏山２年目を迎えて

（臼井邦徳／日本勤労者山岳連盟　副理事長）

　

登
山
は
他
の
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と

比
べ
て
三
密
に
な
り
に
く
い
と
思

わ
れ
る
。
若
年
層
や
中
年
層
は
運

動
不
足
解
消
、
高
年
層
は
フ
レ
イ

ル
防
止
に
、
ぜ
ひ
と
も
活
発
に
取

り
組
み
た
い
。
し
か
し
高
尾
山
な

ど
の
観
光
地
化
し
た
山
や
花
の
最

盛
期
な
ど
は
登
山
者
が
多
く
密
集

が
予
想
さ
れ
、
感
染
の
リ
ス
ク
が

高
ま
る
。私
た
ち
組
織
登
山
者
は
、

知
識
と
経
験
、
仲
間
の
情
報
を
活

か
し
て
、
感
染
防
止
の
た
め
に
密

を
避
け
た
登
山
を
心
が
け
よ
う
。

　

最
近
の
事
故
一
報
や
交
付
申
請

を
見
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
多

く
の
山
行
が
行
わ
れ
、
か
な
り
の

数
の
事
故
が
起
き
て
い
る
。
登
山

は
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た
一

般
の
ス
ポ
ー
ツ
と
は
違
い
、
す
べ

て
の
行
動
を
自
分
で
判
断
し
て
責

任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
故
を
起
こ
し
救
助
が
必
要
に
な

る
と
地
元
の
警
察
や
消
防
、
民
間

の
遭
難
対
策
協
議
会
の
方
々
に
迷

惑
を
か
け
、
さ
ら
に
怪
我
な
ど
を

し
て
入
院
を
す
る
と
、
医
療
機
関

を
ひ
っ
迫
さ
せ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
登
山
と
し
て
は
、
自
力
で
対
応

で
き
な
い
よ
う
な
遭
難
事
故
だ
け

は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

い
つ
も
よ
り
余
裕
を
持
っ
た
山

行
計
画
、「
ベ
テ
ラ
ン
が
い
れ
ば
、

初
心
者
が
い
て
も
何
と
か
な
る
」

な
ど
と
考
え
ず
、
パ
ー
テ
ィ
全
員

に
無
理
の
な
い
ル
ー
ト
を
選
ん
で

欲
し
い
。
こ
れ
か
ら
暑
く
な
る
と

沢
登
り
へ
行
く
よ
う
に
な
る
が
、

最
近
の
沢
は
台
風
や
大
雨
に
よ
り

荒
れ
て
い
る
場
所
も
多
い
。
晴
れ

て
い
て
も
、
水
量
が
多
く
な
る
と

難
易
度
が
大
き
く
変
わ
る
。
沢
で

の
事
故
は
毎
年
発
生
し
て
お
り
、

死
亡
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が
少

な
く
な
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
巣
ご
も
り
自
粛
で

体
力
が
低
下
し
て
い
た
り
、
慣
れ

な
い
勤
務
形
態
に
な
り
体
調
が
整

わ
な
か
っ
た
り
す
る
会
員
も
い

る
。
石・
橋・
を・
叩・
い・
て・
も・
渡・
ら・
な・
い・

ぐ
ら
い
の
注
意
を
し
て
欲
し
い
。

　

労
山
創
立
６０
周
年
記
念
出
版
の

『
総
合
登
山
技
術
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

愛
知
県
連
盟
の
『
事
故
事
例
集
』

大
阪
府
連
盟
の
『
事
故
防
止
は
仲

間
の
知
恵
』
な
ど
を
活
用
し
て
、

自
分
た
ち
の
計
画
と
行
動
を
も
う

一
度
よ
く
考
え
て
、
事
故
の
な
い

登
山
を
心
が
け
よ
う
。

西丹沢・世附川土沢、
ナメの多い癒しの沢

10登山時報 2021 年 7月号



二ノ沢渓相

西丹沢・世附川土沢、
ナメの多い癒しの沢

神奈川・山梨県境の沢
　

世
附
川
土
沢
の
全
体
像

　

丹
沢
は
首
都
圏
近
郊
の
沢
登
り
エ

リ
ア
と
し
て
谷
川
岳
周
辺
の
沢
は
岩

壁
登
攀
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

場
と
し
て
古
く
か
ら
遡
ら
れ
て
い
た
。

短
い
流
程
の
中
に
大
き
な
滝
が
点
在

し
、
そ
の
突
破
に
は
岩
壁
登
攀
を
も

凌
ぐ
難
渓
が
数
多
く
あ
っ
た
か
ら
だ
。

し
か
し
、
命
の
洗
濯
が
で
き
る
よ
う

な
癒
し
系
の
沢
も
数
多
く
あ
る
。
今

回
は
沢
登
り
初
心
者
で
も
楽
し
め
る
、

小
振
り
な
が
ら
も
ナ
メ
が
続
く
、
丹

沢
の
西
端
、
世
附
川
源
流
の
土
沢
を

後藤真一
山岳素行童人メ～グリ家／神奈川

マウントファーム登山学校

三の沢遡行中
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紹
介
し
た
い
。

　

土
沢
源
流
は
、上
流
か
ら
「
一
ノ
沢
」

「
二
ノ
沢
」「
三
ノ
沢
」「
四
ノ
沢
」
に

分
か
れ
る
。
一
ノ
沢
は
平
凡
な
渓
相

で
、
上
流
部
に
７
ｍ
滝
が
あ
る
程
度

で
比
較
的
堰
堤
も
多
く
、
慣
れ
た
人

は
下
降
に
使
っ
て
い
る
。
二
ノ
沢
は

中
流
部
で
ナ
メ
が
連
続
し
大
き
な
滝

も
な
く
、
初
心
者
も
安
心
し
て
歩
け

る
。
三
ノ
沢
は
４
本
の
中
で
一
番
ナ

メ
が
発
達
し
て
、
丹
沢
で
も
癒
し
系

代
表
格
の
一
渓
だ
。
た
だ
し
上
流
部

は
荒
れ
て
い
る
の
で
、
ナ
メ
帯
を
終

え
た
な
ら
支
尾
根
を
登
っ
て
三
国
林

道
へ
出
て
も
よ
い
。
四
ノ
沢
は
ナ
メ

は
少
な
く
途
中
ま
で
平
凡
な
渓
相
だ

が
、
標
高
８
０
０
ｍ
の
７
ｍ
滝
が
核

心
部
と
な
る
。

　

ア
プ
ロ
ー
チ

　

車
利
用
が
よ
い
。
県
道
１
４
７
号

線
（
冬
季
は
閉
鎖
）
の
神
奈
川
県
と

山
梨
県
山
中
湖
村
と
の
県
境
、
三
国

峠
に
最
近
立
派
な
駐
車
場
が
で
き
て

い
る
。
駐
車
場
か
ら
は
、
１
４
７
号

線
を
駿
河
小
山
方
面
に
４０
分
ほ
ど
歩

き
下
っ
て
、
明
神
峠
か
ら
水
ノ
木
幹

線
林
道
へ
入
っ
て
各
沢
へ
。
ま
た
は

駐
車
場
か
ら
す
ぐ
の
三
国
林
道
（
ゲ
ー

ト
あ
り
）
に
入
り
、
一
ノ
沢
・
二
ノ

沢
の
中
間
尾
根
や
二
ノ
沢
・
三
ノ
沢

中
間
尾
根
を
少
し
地
図
読
み
し
な
が

ら
水
ノ
木
幹
線
林
道
へ
下
り
る
。
い

ず
れ
の
尾
根
も
東
電
用
巡
視
径
路
が

あ
り
、
尾
根
だ
け
の
下
降
時
間
は
１

時
間
く
ら
い
だ
。

　

世
附
川
土
沢
源
流
・
二
ノ
沢
（
＊
）

　

①
水
ノ
木
幹
線
林
道
が
二
ノ
沢
を

横
切
っ
て
い
る
コ
ン
ク
リ
橋
に
は
沢

名
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
す
ぐ
の

堰
堤
は
右
手
の
工
事
用
径
路
か
ら
容

易
に
巻
け
る
。
そ
の
ま
ま
左
岸
沿
い

に
し
っ
か
り
伸
び
た
道
と
対
岸
の
右

岸
の
道
、
ど
ち
ら
も
そ
の
ま
ま
使
え

る
。
②
８
２
０
ｍ
二
俣
の
水
量
比
は

５
：
１
。
長
さ
か
ら
言
っ
て
こ
こ
が

事
実
上
の
二
俣
で
あ
ろ
う
。
そ
の
先
の

堰
堤
は
右
か
ら
巻
け
る
。
③
８
６
５

ｍ
辺
り
か
ら
ナ
メ
が
始
ま
る
。
や
や

水
量
の
多
い
雨
後
の
晴
天
日
に
行
っ

た
方
が
見
栄
え
も
す
る
し
楽
し
い
。

④
８
７
５
ｍ
二
俣
は
２
：
１
。
右
沢

は
１
・
５
×
５
ｍ
小
滝
、
本
流
の
左
沢

は
１
ｍ
小
滝
の
あ
と
に
直
登
す
る
に

は
あ
ま
り
ホ
ー
ル
ド
が
な
い
２
ｍ
滝
。

右
ザ
レ
を
落
ち
口
上
方
向
に
斜
め
に

上
が
り
、
落
ち
口
の
５
ｍ
上
流
に
ク

ラ
イ
ム
ダ
ウ
ン
す
る
。

　

さ
ら
に
ナ
メ
が
続
き
癒
さ
れ
る
。

⑤
９
１
５
ｍ
で
２
段
５
×
１０
ｍ
ナ
メ

滝
。
倒
木
が
少
し
あ
る
が
快
適
に
登

る
。
⑥
９
３
０
ｍ
二
俣
は
水
量
比
１
：

１
。
左
が
本
流
で
あ
ろ
う
が
平
凡
な

渓
相
で
、
右
沢
に
は
ち
ょ
っ
と
だ
け

見
栄
え
の
す
る
３
段
６
×
１２
ｍ
ナ
メ

滝
が
あ
る
の
で
こ
ち
ら
に
向
か
う
。

⑦
９
７
０
ｍ
二
俣
（
水
量
比
１
：
１
）

で
左
沢
を
少
し
上
が
る
と
土
留
め
の

あ
る
植
林
径
路
が
沢
を
横
断
し
て
い

る
の
で
、
こ
れ
に
上
が
り
左
に
進
む
。

途
中
径
路
は
そ
の
ま
ま
横
断
し
続
け

二
ノ
沢
本
流
方
向
に
向
か
い
そ
う
な

の
で
、
北
西
か
ら
伸
び
る
比
較
的
緩
や

か
な
植
林
尾
根
を
登
る
。
途
中
か
ら

工
事
用
道
路
が
横
断
し
て
い
る
。
こ

二段ナメ沢水量多い二ノ沢
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れ
を
左
に
進
み
、
ジ
グ
を
切
っ
て
い

る
分
岐
を
右
へ
。
さ
ら
に
ジ
グ
ザ
グ

登
る
と
三
国
林
道
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

箇
所
に
出
る
。

＊
遡
行
時
間
２
時
間
半
（
入
渓
点
～
三
国
林
道
）

　

世
附
川
土
沢
源
流
・
三
ノ
沢
（
＊
＊
）

　

①
三
ノ
沢
橋
（
橋
名
記
載
は
な
い
）

右
側
か
ら
す
ぐ
沢
に
下
り
ら
れ
る
。

す
ぐ
先
の
堰
堤
は
右
岸
（
左
側
）
か

ら
巻
く
。
②
少
し
で
標
高
７
４
０
ｍ

二
俣
で
水
量
比
５
：
１
。
右
の
支
沢

は
２
＋
４
ｍ
の
２
段

滝
で
出
合
う
。
こ
こ

か
ら
ほ
ぼ
ず
っ
と
沢

床
は
ナ
メ
と
な
り
丹

沢
に
し
て
は
美
し
い
。

途
中
、
釜
や
ト
ロ
も

出
て
き
て
、
浸
か
っ

て
突
破
し
た
り
巻
い

た
り
楽
し
い
セ
ク

シ
ョ
ン
だ
。
③
標
高

８
０
５
ｍ
大
き
目
の

二
俣
。水
量
比
は
１
：

１
。
さ
ら
に
小
滝
と

ナ
メ
が
続
い
て
い
る
。

「
い
い
ね
ぇ
～
」
を
連
発
す
る
箇
所
。

　

④
標
高
８
５
５
ｍ
二
俣
の
右
沢
の

上
に
は
ふ
っ
く
ら
し
た
幅
広
の
１０
×

１５
ｍ
滝
が
見
え
る
。
左
の
本
流
は
４

×
１２
ｍ
ナ
メ
滝
で
両
門
状
が
美
し
い
。

⑤
標
高
８
７
０
ｍ
二
俣
は
水
量
比

１
：
２
。
こ
の
辺
で
長
い
距
離
続
い

た
ナ
メ
床
も
終
わ
り
、
平
凡
な
渓
相

と
な
る
。
１
・
５
ｍ
小
滝
を
越
え
る
と
、

ち
ょ
っ
と
ば
か
り
滝
ら
し
い
３
ｍ
滝
。

左
壁
Ⅲ
級 

─ 

だ
が
一
部
浮
岩
も
あ
り

要
チ
ェ
ッ
ク
。

　

す
ぐ
に
堰
堤
。
左
か
ら
巻
い
て
い

く
と
、
河
原
状
と
な
り
、
右
か
ら

支
沢
が
入
る
。
こ
れ
よ
り
上
流
部

は
少
々
荒
れ
た
渓
相
と
な
り
、
崩

れ
た
堰
堤
の
巻
き
も
複
数
出
て
く

る
の
で
、
時
間
が
押
し
て
い
る
場

合
や
遡
行
を
終
了
す
る
な
ら
、
堰

堤
近
く
か
ら
右
岸
の
支
尾
根
を
高

み
を
目
指
し
て
登
っ
て
い
け
ば
３０

分
程
度
で
三
国
林
道
に
詰
め
ら
れ

る
。
⑥
三
国
林
道
は
最
初
や
や
荒

れ
気
味
だ
が
、
次
第
に
道
幅
も
広

く
な
っ
て
く
る
。
駐
車
場
ま
で
４５

分
。

＊
＊
遡
行
時
間
２
時
間
半（
入
渓
点
～
三
国
林
道
）

注意事項：特に三ノ沢は渓流釣り師が入っていること
がある。距離を置いてコミュニケーション
をうまく取りたい。またこの山域はツキノ
ワグマの目撃も複数報告されている。私も
一度遭遇したことがあったが、唸られただ
けで逃げられてしまった。その代わりこの
流域はまだヒルはいない。

遡行グレード：いずれも 1 級
掲載図書：『丹沢の谷 200 ルート』山と溪谷社刊 地理院地図（電子国土 Web）に加筆して作成

ナメの渓相

三ノ沢巻き
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船
形
連
峰
大
倉
川 

笹
木
沢

の
道
路
は
整
備
さ
れ
て
い
る
。
登
山

口
手
前
に
柳
沢
小
屋
（
無
人
）
が
あ

る
の
で
、
前
日
に
そ
こ
に
泊
ま
る
の

も
よ
い
だ
ろ
う
。
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
、

柳
沢
小
屋
も
観
音
寺
登
山
口
も
十
分

な
広
さ
が
あ
る
。

　

な
お
、
山
形
県
側
か
ら
大
倉
川
本

流
に
下
り
る
ル
ー
ト
は
楠
峰
か
ら
金

吹
沢
を
下
降
す
る
も
の
も
あ
る
が
、

本
流
出
合
付
近
の
尾
根
が
大
き
く
崩

落
し
状
況
が
悪
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

遠
回
り
し
て
も
鬼
口
沢
の
下
降
を
勧

め
た
い
。

　

一
日
目　

観
音
寺
登
山
口
～
粟
畑
～
標
高
１
２
５
４
ｍ
～

鬼
口
沢
～
大
倉
川
本
流
～
笹
木
沢
標
高
７
０
０

ｍ
付
近

　

観
音
寺
登
山
口
か
ら
船
形
山
に
向

け
て
登
山
道
を
た
ど
る
。
こ
の
登
山

道
は
よ
く
整
備
さ
れ
て
お
り
、
船
形

山
へ
ひ
と
登
り
し
た
と
こ
ろ
が
、
鬼

口
沢
の
下
降
点
で
あ
る
１
２
５
４
ｍ

先
の
鞍
部
で
あ
る
。

　

大
倉
川
本
流
は
グ
リ
ー
ン
タ
フ
（
緑

色
凝
灰
岩
）
を
貫
流
す
る
Ｖ
字
谷
と

な
り
、
や
が
て
右
岸
か
ら
金
吹
沢
を

　
　

ア
ク
セ
ス

　

笹
木
沢
は
船
形
山
（
御
所
山
）
か

ら
流
れ
出
る
大
倉
川
の
支
流
で
あ
り
、

出
合
か
ら
登
攀
可
能
な
滝
と
ナ
メ
が

連
な
る
。
特
に
こ
の
沢
の
中
流
部
に

あ
る
鎧
滝
は
秀
麗
で
あ
り
、
東
北
の

沢
の
中
で
も
美
し
い
も
の
の
一
つ
だ
。

　

ア
ク
セ
ス
は
山
形
県
側
と
宮
城
県

側
の
２
通
り
あ
る
が
、
宮
城
県
側
の

定
義
林
道
の
荒
廃
が
進
み
、
一
般
車

で
の
通
行
は
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る

た
め
、
山
形
県
側
か
ら
を
勧
め
た
い
。

　

山
形
県
側
か
ら
入
山
す
る
場
合
は
、

黒
伏
高
原
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
を
経
由
し

柳
澤
林
道
を
た
ど
る
。
登
山
口
ま
で

酒
井
正
裕　
山
岳
同
人
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ａ
／
東
京

笹木沢出合の滝　出合から滝が連続する

核心部を越えた後も小滝が続く

14登山時報 2021 年 7月号



巻
く
と
こ
ろ
は
不
安
定
な
の
で
、
慎

重
を
期
す
な
ら
ロ
ー
プ
を
出
し
た
い
。

笹
木
沢
は
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
も
技
術

面
で
も
、
こ
の
辺
り
か
ら
鎧
滝
ま
で

が
核
心
で
あ
る
。

　

更
に
滝
を
２
つ
３
つ
越
す
と
８
ｍ

滝
が
出
る
。
こ
こ
は
右
か
ら
細
か
い

手
が
か
り
を
利
用
し
て
快
適
に
登
る
。

こ
の
滝
を
越
し
て
し
ば
ら
く
進
む
と
、

や
が
て
３０
ｍ
鎧
滝
が
姿
を
現
す
。

　

す
だ
れ
状
に
か
か
る
こ
の
滝
は
秀

麗
で
、
こ
の
沢
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ

る
。
こ
の
滝
は
左
壁
を
快
適
に
直
登

で
き
る
が
、
水
量
が
多
い
と
少
々
辛

い
か
も
し
れ
な
い
。
登
攀
自
体
は
難

し
く
は
な
い
が
、
高
度
感
が
あ
る
の

で
初
心
者
が
い
る
場
合
は
ロ
ー
プ
を

出
し
た
い
。

　

そ
の
後
も
、
笹
木
沢
は
小
滝
を
た

く
さ
ん
懸
け
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

難
し
い
も
の
は
な
く
、
最
後
は
藪
漕

ぎ
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
仙
台
カ
ゴ
基

部
の
標
高
１
１
５
０
ｍ
付
近
の
登
山

道
に
出
る
。

　

登
山
道
か
ら
観
音
寺
登
山
口
ま
で

は
、
楽
し
か
っ
た
笹
木
沢
の
想
い
出

を
振
り
返
り
つ
つ
下
る
こ
と
と
な
る
。

装
備
：
ロ
ー
プ
30
ｍ
×
１
本
、
ハ
ー
ケ
ン
は
通
常
で

あ
れ
ば
使
用
し
な
い
。

30m 鎧滝

　

笹
木
沢
は
、
出
合
か
ら
釜
を
持
っ

た
滝
を
懸
け
て
お
り
、
以
後
も
滝
が

連
続
す
る
が
、
登
攀
は
何
れ
も
易
し

い
こ
と
か
ら
楽
し
み
な
が
ら
遡
行
す

る
。
幕
営
は
標
高
７
０
０
ｍ
付
近
が

よ
い
だ
ろ
う
。

　

二
日
目

笹
木
沢
標
高
７
０
０
ｍ
付
近
～
仙
台
カ
ゴ
～
観
音

寺
登
山
口

　

笹
木
沢
の
遡
行
自
体
は
７
時
間
程

度
で
あ
る
の
で
、
前
日
に
笹
木
沢
に

入
っ
て
い
れ
ば
時
間
的
に
は
余
裕
が

あ
る
。
昨
日
と
同
様
、
快
適
に
滝
を

越
え
て
い
く
。

　

途
中
、
７
ｍ
程
の
滝
を
左
か
ら
高

入
れ
る
と
平
凡
に
な
る
。
翌
日
の
行

動
時
間
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
辺
り
か

ら
下
流
に
よ
い
場
所
が
あ
れ
ば
そ
れ

で
も
構
わ
な
い
が
、
笹
木
沢
を
ゆ
っ

く
り
楽
し
み
た
い
の
で
先
に
進
む
。

　

赤
倉
沢
を
過
ぎ
笹
木
沢
出
合
手
前

ま
で
来
る
と
、
谷
は
徐
々
に
狭
く
な
っ

て
く
る
。
こ
の
先
に
大
き
な
釜
を
持
っ

た
１５
ｍ
の
直
瀑
が
あ
る
の
で
、
そ
の

手
前
で
左
岸
を
巻
く
。
２０
～
３０
ｍ
程

登
る
と
水
平
道
（
廃
道
）
に
出
る
の

で
こ
れ
を
暫
く
た
ど
る
。
眼
下
に
笹

木
沢
を
見
た
辺
り
か
ら
下
降
す
れ
ば
、

ロ
ー
プ
を
使
用
し
な
く
て
も
簡
単
に

笹
木
沢
出
合
に
下
り
る
こ
と
が
で
き

る
。仙台カゴ仙台カゴ

蛇行
楠峰

1210m

粟畑1284.2m

標高標高
970m970m

二俣 1：１

10m
30m

鎧滝
左直登ロープ使用

右直登
ロープ使用

4m

3m
7m

6m

6m
2m3m

4m
15m

6m

4m
4m

3m
4m

2m 幅広

8m
8m

3 × 5m

左高巻き左高巻き
悪い悪い

笹

木

沢

美しいブナ林

10 × 15m10 × 15m

大
倉
川
本
流
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前編

中川和道　大阪府勤労者山岳連盟 事故事例編さん委員長

　

は
じ
め
に

　

コ
ロ
ナ
禍
で
遠
出
が
で
き
な
い

日
々
が
続
い
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
近

場
の
低
山
の
山
登
り
が
急
成
長
。
そ

の
反
動
か
、
低
山
で
の
道
迷
い
事
故
・

体
力
不
足
事
故
が
増
え
て
い
る
と
の

報
道
が
あ
っ
た
（
注
１
）。

　

大
阪
府
連
の
仲
間
た
ち
は
ど
ん
な

事
故
を
起
こ
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
？

事
故
を
減
ら
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
だ
ろ
う
？　

大
阪
府
連
は
、
こ

こ
２２
年
間
の
事
故
事
例
４
８
１
件
を

集
計
し
、「
事
故
防
止
は
仲
間
の
知
恵

で　

大
阪
府
勤
労
者
山
岳
連
盟
に
お

け
る
事
故
の
記
録 
第
２
集
１
９
９
８

─
２
０
２
０
」
を
出
版
し
た
（
図
１
）。

そ
の
う
ち
、
最
近
１２
年
間
の
１
９
５
件

に
つ
い
て
と
く
に
深
く
分
析
を
行
っ

た
。
事
故
防
止
に
役
立
て
れ
ば
と
思

い
、
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

（
注
１
）
２
０
２
１
年
４
月
３０
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス

ウ
ォ
ッ
チ
９
。

　

１
．
も
と
デ
ー
タ
な
ど

　

私
た
ち
が
頼
り
に
し
た
先
行
文
献

は
「
愛
知
労
山
事
故
事
例
集 

第
２
集

／
１
９
９
１
年
３
月
～
２
０
１
６
年

１
月
」（
愛
知
県
勤
労
者
山
岳
連
盟

２
０
１
９
年
発
行
）
で
あ
る
。
愛
知

の
仲
間
が
考
え
出
し
た
態
様
１
・
態

様
２
と
い
う
深
堀
り
作
業
の
方
法
論

や
、
転
倒
・
滑
落
・
転
落
の
分
類
の

使
い
分
け
な
ど
（
注
２
）
に
倣
っ
た
。

実
に
優
れ
た
先
行
功
績
を
残
し
て
く

れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

　

本
書
の
集
計
の
も
と
デ
ー
タ
は
、

労
山
山
岳
事
故
対
策
基
金
（
労
山
基

金
）
申
請
時
の
「
事
故
一
報
」。
申
請

時
の
コ
ピ
ー
を
大
阪
府
連
に
も
送
っ

て
も
ら
い
、「
事
故
の
概
要
」
な
ど
を

独
自
の
表
に
し
て
大
阪
労
山
ニ
ュ
ー

ス
に
集
積
し
た
も
の
を
用
い
た
。

（
注
２
）
愛
知
労
山
の
ま
と
め
方
「
態
様
１
→
態
様
２
」

に
し
た
が
い
、「
ス
リ
ッ
プ
の
の
ち
滑
落
」・

「
ス
リ
ッ
プ
の
の
ち
墜
落
」・「
道
迷
い
の
の

ち
低
体
温
症
」
を
「
態
様
１
→
態
様
２
」
で

記
述
す
る
と
、「
ス
リ
ッ
プ
→
滑
落
」「
ス
リ
ッ

プ
→
墜
落
」「
道
迷
い
→
低
体
温
症
」と
な
る
。

愛
知
労
山
の
擬
態
語
表
現
に
そ
っ
て
、
滑
落

＝
ズ
ル
ズ
ル
、
転
落
＝
ゴ
ロ
ゴ
ロ
、
墜
落
＝

ヒ
ュ
ー
。
転
倒
＝
倒
れ
た
の
ち
同
じ
平
面
で

停
ま
っ
て
い
る
、
な
ど
と
定
義
し
た
（
愛
知

県
連
の
先
行
文
献
よ
り
）。

　

２
．
結
果

・
登
山
道
で
の
事
故
が
多
い
。

・
下
山
中
の
事
故
が
多
い
。

・
下
山
中
の
事
故
は
墜
落
や
転
落
よ
り

そ
の
場
で
の
転
倒
が
多
い
。

・
に
も
か
か
わ
ら
ず
骨
折
に
ま
で
至
っ

て
い
る
。

・
下
山
中
の
事
故
は
１４
時
頃
集
中
的
に

起
き
て
お
り
、
こ
れ
が
全
体
の
事
故

統
計
で
も
「
魔
の
時
刻
は
１４
時
」
に

対
応
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

・
道
迷
い
の
事
故
は
２
％
し
か
な
い
。

大
阪
府
連
盟
「
山
の
教
室
」
の
読
図

チ
ー
ム
の
活
躍
や
各
会
で
の
読
図
公

開
ハ
イ
ク
な
ど
の
取
り
組
み
の
成
果

だ
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
６
つ
の
結
果

を
順
に
説
明
し
て
い
く
。

図１　事故のまとめ第２集。Ａ 4 判 137
ページ。申込みは大阪府勤労者山
岳連盟ホームぺージ参照。
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３
．
事
故
の
概
観

　

６
つ
の
結
果
の
前
に
、
全
体
を
見

渡
そ
う
。
ま
ず
筆
者
の
ま
わ
り
で
よ

く
聞
く
う
わ
さ
話
だ
が
、「
あ
ん
た
た

ち
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
危
な
い
。
一
方
、

私
た
ち
ハ
イ
キ
ン
グ
は
安
全
や
。
事

故
件
数
、
あ
ん
た
ら
は
断
然
多
い
だ

ろ
う
し
【
ａ
】、
あ
ん
た
ら
は
骨
折
だ

ら
け
や
ん
ね【
ｂ
】。」彼
は
耳
も
と
で
、

さ
ら
に
、「
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
系
は
労
山

基
金
の
大
部
分
を
さ
ら
っ
て
い
く
っ

て
、
本
当
？
」。
こ
ん
な
う
わ
さ
に
答

え
る
か
た
ち
で
、
傍
線
部
【
ａ
】【
ｂ
】

を
実
証
し
て
み
よ
う
。

　

図
２
は
、
大
阪
府
連
の
仲
間
た
ち

が
最
近
１２
年
間
に
起
こ
し
た
事
故

１
９
５
件
を
、
仮
説
「
ハ
イ
キ
ン
グ

系
と
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
系
と
の
ど
ち
ら

が
多
い
の
か
」
を
議
論
す
る
た
め
に
、

登
山
分
野
の
山
行
目
的
別
に
分
け
て

み
た
も
の
で
あ
る
。

　

４
．
傍
線
部
【
ａ
】
は
本
当
か
？

　

傍
線
部
【
ａ
】
の
「
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
系
の
事
故
は
ハ
イ
キ
ン
グ
系
よ
り

断
然
多
い
か
？
」
を
検
討
し
た
。

　

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
系
の
事
故
件
数
は
、

図
２
か
ら
４７
＋
６
＝
５３
件
と
読
み
取

れ
る
。
ハ
イ
キ
ン
グ
系
の
事
故
は
５３

件
＋
２５
件
＝
７８
件
。

　

事
故
件
数
で
は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

系
：
ハ
イ
キ
ン
グ
系
＝
５３
：
７８
で
、
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
系
∧
ハ
イ
キ
ン
グ
系
と

な
る
の
で
「
傍
線
部
【
ａ
】
は
間
違
い
」

と
結
論
づ
け
て
は
い
け
な
い
！

　

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
系
の
危
険
度
は
ハ

イ
キ
ン
グ
系
の
危
険
度
の
何
倍
か
？

を
数
値
（
Ｙ
Ｃ
／
Ｙ
Ｈ
）
で
求
め
て

み
る
。

　
《
事
故
件
数
の
モ
デ
ル
式
》

　

事
故
件
数
Ｊ
は
山
行
件
数
Ｘ
と
そ

の
山
行
の
危
険
度
Ｙ
に
比
例
す
る
（
Ｊ

＝
Ｘ
＊
Ｙ
）、
と
い
う
モ
デ
ル
を
考
え

た
。
山
行
形
態
ハ
イ
キ
ン
グ
を
Ｈ
、
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
を
Ｃ
と
書
く
と
、
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
系
の
事
故
件
数
Ｊ
Ｃ
＝
Ｘ

Ｃ
＊
Ｙ
Ｃ
（
式
１
）、
ハ
イ
キ
ン
グ
系

の
事
故
件
数
Ｊ
Ｈ
＝
Ｘ
Ｈ
＊ 

Ｙ
Ｈ（
式

２
）。
比
例
定
数
は
両
者
と
も
１
と
仮

定
。

　

式
１
と
式
２
か
ら
、
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
系
は
ハ
イ
キ
ン
グ
系
の
何
倍
危
な

い
か
の
値（
Ｙ
Ｃ
／
Ｙ
Ｈ
）を
求
め
る
。

そ
れ
に
は
２
つ
の
式
の
両
辺
を
互
い

に
割
り
算
し
て
、
さ
ら
に
式
変
形
し

て
、（
Ｙ
Ｃ
／
Ｙ
Ｈ
）＝（
Ｊ
Ｃ
／
Ｊ
Ｈ
）

＊
（
Ｘ
Ｈ
／
Ｘ
Ｃ
）
を
得
る
。
こ
の

式
の
右
辺
に
数
値
を
代
入
し
て
い
く
。

図
２
か
ら
Ｊ
Ｃ
＝
５３
件
、
Ｊ
Ｈ
＝
７８

件
と
い
う
実
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
が
、

ハ
イ
キ
ン
グ
の
山
行
件
数
Ｘ
Ｈ
と
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
の
山
行
件
数
Ｘ
Ｃ
の
比

は
、
デ
ー
タ
を
持
っ
て
な
い
の
で
仮

定
を
用
い
る
。
大
阪
労
山
の
仲
間
た

ち
は
「
Ｘ
Ｈ
：
Ｘ
Ｃ
＝
９
：
１
（
ハ

イ
キ
ン
グ
９
割
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
１

割
）
く
ら
い
じ
ゃ
な
い
か
？
」
と
い

う
の
で
そ
れ
を
代
入
す
る
と
、（
Ｙ
Ｃ

／
Ｙ
Ｈ
）
＝
（
Ｊ
Ｃ
／
Ｊ
Ｈ
）
＊
（
Ｘ

Ｈ
／
Ｘ
Ｃ
）＝（
５３
／
７８
）＊（
９
／
１
）

＝
６
・
１１
と
な
っ
た
。

　

ま
と
め
る
と
、
傍
線
部
【
ａ
】
に

つ
い
て
は
、「
ハ
イ
キ
ン
グ
系
は
６
倍

図２　大阪府連 12 年間の事故 195 件を山行目的別に分類。
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安
全
だ
が
、
山
行
件
数
が
９
倍
な
の

で
事
故
件
数
は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
系
よ

り
多
く
な
っ
た
」
と
結
論
で
き
る
。

　

５
．
傍
線
部
【
ｂ
】
は
本
当
か
？

　

傍
線
部
【
ｂ
】
の
う
わ
さ
は
「
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
系
は
骨
折
が
多
い
が
ハ

イ
キ
ン
グ
系
は
骨
折
が
少
な
い
」。
こ

の
う
わ
さ
、
筆
者
も
当
初
「
そ
り
ゃ

そ
う
だ
ろ
う
」
と
信
じ
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
分
析
し
て
み
て
び
っ
く
り
。

　

図
３
は
大
阪
府
連
の
仲
間
た
ち

が
こ
の
１２
年
間
に
起
こ
し
た
事
故

１
９
５
件
を
傷
病
の
程
度
に
よ
っ
て

分
類
し
た
結
果
で
あ
る
。
重
篤
度
は

死
亡
→
骨
折
→
筋
損
傷
→
捻
挫
…
の

順
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
絶
対
避
け
た
い
死
亡
は
１０

件
。
つ
ぎ
に
骨
折
が
９０
件
。
骨
折
は

勤
労
者
の
立
場
か
ら
重
大
で
あ
る
。

仕
事
に
差
し
支
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
職
を
失
い
か
ね
な
い
か
ら
だ
。
死

亡
１０
件
＋
骨
折
９０
件
＝
１
０
０
件
と

い
う
重
大
な
事
態
に
筆
者
は
驚
い
た
。

次
項
に
述
べ
る
が
、
ハ
イ
キ
ン
グ
系

で
も
骨
折
が
多
い
の
だ
。
何
が
起
き

て
い
る
の
だ
ろ
う
？

　

大
阪
府
連
で
は
、
そ
こ
で
、
仲
間

た
ち
は
ど
こ
で
ど
う
い
う
状
況
で
図

２
や
図
３
の
よ
う
な
事
故
を
お
こ
し

た
の
か
を
分
析
し
た
。

　

分
析
の
結
果
、「
ど
こ
で
＝
登
山
道

で
」、「
ど
う
い
う
状
況
で
＝
登
山
道

下
山
中
に
」
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。
詳
し
く
述
べ
る
。

　

６
．
登
山
道
で
の
事
故
が
多
い
、

　
　

    

登
山
道
下
山
中
の
事
故
が
多
い

　

図
４
は
、
事
故
が
起
き
た
場
所
を

分
類
し
た
結
果
で
あ
る
。
グ
ラ
フ
の

順
列
は
、
事
故
の
場
所
を
、
登
山
道

系
→
沢
系
→
岩
場
系
と
分
類
し
た
。

　
「
山
岳
事
故
が
起
き
た
場
所

は
？
」
と
問
わ
れ
る
と
、
私

た
ち
は
す
ぐ
に
「
岩
登
り
の

大
岩
壁
、
猛
吹
雪
の
雪
山
」

を
思
い
浮
か
べ
る
。
と
こ
ろ

が
図
４
の
最
多
数
は
、
何
と
、

「
登
山
道
」。「
た
だ
歩
い
て
い

る
だ
け
で
、
何
で
事
故
や
ね

ん
？
」
と
筆
者
も
、
ま
ず
は

思
っ
た
。
よ
く
見
る
と
、
岩

登
り
は
岩
場
で
２６
＋
１１
＝
３７

件
で
、
室
内
壁
６
件
を
加
え

て
も
計
４３
件
。

　

一
方
、
登
山
道
は
、
下
山

中
５７
件
＋
下
り
７
件
＋
上
り

１４
件
＋
登
山
道
と
の
み
記
入

図３　事故 195 件の傷病

図 4　事故 195 件が起きた場所。登山道での事故は合計
108 件であった。 バリ＝バリエーションの略
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１４
件
＋
登
山
道
そ
の
他
（
ト
ラ
バ
ー

ス
・
渡
渉
な
ど
）
１１
件
、
こ
れ
ら
を

合
計
す
る
と
１
０
８
件
と
圧
倒
的
に

多
い
。
分
布
率
に
し
て
５３
％
。
何
と
、

事
故
の
半
数
以
上
の
５３
％
が
登
山
道

で
起
き
て
い
た
。
岩
・
沢
・
雪
よ
り

む
し
ろ
、
大
阪
労
山
の
仲
間
は
登
山

道
で
起
こ
し
て
き
た
こ
と
が
判
明
し

た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
実
は
、
本
書
第
１

部
第
３
章
で
大
阪
府
連
盟
の
会
員
３

名
が
２
０
１
６
年
に
明
ら
か
に
し
た

大
き
な
成
果
で
あ
る
。

　

本
書
の
編
さ
ん
委
員
会
が
次
に
仮

定
し
た
の
は
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で

「
登
山
道
の
登
り
な
の
か
、
下
り
な
の

か
、
頂
上
を
き
わ
め
た
あ
と
の
登
山

道
下
山
中
な
の
か
」
を
調
べ
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
５
人
の
委
員
で
分
担
し

て
事
故
一
報
の
「
事
故
概
要
」
を
読

み
込
ん
で
分
類
し
、
図
４
の
結
果
が

得
ら
れ
た
。
実
に
艱
難
辛
苦
の
作
業
、

何
度
も
音
を
あ
げ
か
け
た
。

前編

図５　登山道下山中の事故 57 件の山行目的の登山分野。

　

７
．
登
山
道
下
山
中
の
事
故
は

　
　
　

ハ
イ
キ
ン
グ
系
の
仲
間
に
多
い

　

次
の
疑
問
は
、
登
山
道
下
山
中
の

事
故
に
や
ら
れ
た
仲
間
は
ど
ん
な
山

行
目
的
の
登
山
分
野
か
？　

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
岩
登
り
・
沢
登
り
・
ハ

イ
キ
ン
グ
・
縦
走
で
も
下
山
時
の
危

な
さ
は
同
じ
な
ら
、
あ
ら
ゆ
る
登
山

分
野
で
平
等
に
事
故
に
や
ら
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
と
予
想
し
、
事
実
を
検

討
し
て
み
た
の
だ
。

　

図
５
は
、
先
の
図
４
で
「
登
山
道

下
山
中
」
の
事
故
５７
件
の
、
山
行
目

的
・
登
山
分
野
を
調
べ
た
結
果
で
あ

る
。
グ
ラ
フ
の
順
列
は
山
行
分
野
を

難
度
の
低
い
も
の
か
ら
順
に
高
い
も

の
へ
並
べ
た
。

　

図
５
か
ら
、
ハ
イ
キ
ン
グ
系
の
仲

間
が
主
に
事
故
に
遭
っ
て
い
る
が
、

岩
登
り
・
沢
登
り
系
の
仲
間
は
登
山

道
下
山
中
に
は
事
故
に
遭
っ
て
な
い
、

な
ど
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。
あ
ら
ゆ

る
登
山
分
野
で
平
等
に
事
故
に
遭
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
と
の
予
想
は
、
見

事
に
裏
切
ら
れ
た
。

（
次
号
に
続
く
）

78
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「
山
の
本
」
か
ら
見
え
て
く
る
登
山（
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）の
歴
史
第 4 回

本
誌
・
田
上
千
俊

レ
ベ
ル
で
は
ザ
イ
ル
は
不
必
要
だ
っ

た
。

　

１
９
１
０
年
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
（
４

１
５
８
ｍ　

ス
イ
ス
）
に
登
頂
し
た

加
賀
正
太
郎
（
１
８
８
８
～
１
９
５

４
大
阪
出
身
・
東
京
高
等
商
業
在
学

中
に
日
本
山
岳
会
に
入
会
、
ニ
ッ
カ

ウ
イ
ス
キ
ー
創
業
者
）
も
帰
国
に
際

し
、
ピ
ッ
ケ
ル
・
ザ
ッ
ク
・
ザ
イ
ル

を
持
ち
帰
っ
て
い
る
。

　

１
９
２
１
年
（
大
正
10
年
）

　

ザ
イ
ル
の
輸
入
開
始

　

大
阪
の
マ
リ
ヤ
運
動
具
店
が
マ
ニ

　

日
本
で
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
技
術
は

　

普
及
前

　

日
本
人
で
初
め
て
登
山
用
ザ
イ
ル

を
見
た
の
は
岡
野
金
次
郎
（
日
本
山

岳
会
創
立
発
起
人
）
と
小
島
烏
水
（
１

８
７
３
～
１
９
４
８
登
山
家
・
随
筆

家
。
注
１
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。
１

８
９
４
年
小
島
と
岡
野
は
知
り
合
い
、

た
び
た
び
登
山
を
し
、
１
９
０
２
年

（
明
治
３５
年
）
に
は
槍
ヶ
岳
に
も
登
頂

し
て
い
る
。
そ
の
槍
ヶ
岳
も
掲
載
さ

れ
て
い
る
「
日
本
ア
ル
プ
ス
の
登
山

と
探
検
」の
著
者
Ｗ
・
ウ
ェ
ス
ト
ン（
１

８
６
１
～
１
９
４
０
）
が
宣
教
師
と

し
て
１
８
８
８
年
以
降
横
浜
に
滞
在
、

岡
野
と
小
島
は
そ
の
ウ
ェ
ス
ト
ン
宅

を
訪
ね
、
ピ
ッ
ケ
ル
・
登
山
靴
・
ザ
ッ

ク
と
と
も
に
ザ
イ
ル
を
見
せ
ら
れ
、

一
通
り
の
使
用
方
法
を
伝
授
さ
れ
た
。

し
か
し
、
当
時
の
国
内
の
登
山
技
術

ラ
麻
の
編
み
ザ
イ
ル
を
輸
入
販
売
、

同
年
春
、
ア
イ
ガ
ー
東
山
稜
を
日
本

人
で
初
登
攀
し
た
槙
有
恒
（
１
８
９

４
～
１
９
８
９
、
１
９
５
６
年
登
頂

し
た
第
３
次
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊
隊
長 

注
２
）
も
ザ
イ
ル
を
持
ち
帰
っ
た
。

　

槙
の
著
書
に
よ
る
と
「
登
山
縄
は

マ
ニ
ラ
麻
製
で
直
径
１２
㎜
の
も
の
が

多
く
、
英
国
山
岳
会
の
証
明
書
付
き

が
最
上
と
さ
れ
て
い
た
」
と
あ
る
。

　

１
９
２
４
年
（
大
正
１３
年
）
マ
リ

ヤ
運
動
具
店
に
代
わ
っ
て
、
日
本
最

初
の
登
山
用
具
専
門
店
「
好
日
山
荘
」

が
ス
イ
ス
の
セ
ク
リ
タ
ス
社
製
ザ
イ

ル
を
輸
入
・
販
売
し
た
。
１
９
２
４

年
は
藤
木
九
三
ら
に
よ
る
第
１
次
Ｒ

Ｃ
Ｃ
（
注
３
）
の
結
成
が
あ
り
、
ハ
ー

ケ
ン
・
カ
ラ
ビ
ナ
の
普
及
に
貢
献
し

た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
か
ら

　

ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
挑
戦
し
た
マ
ロ
リ
ー

　

１
９
２
４
年
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ
ロ
リ
ー

（
１
８
８
６
～
１
９
２
４
）
の
遭
難
が

発
生
。
２０
世
紀
に
入
り
最
高
の
登
山

家
の
一
人
で
あ
っ
た
彼
は
三
度
エ
ベ

レ
ス
ト
に
向
か
い
、
三
度
目
に
パ
ー

ト
ナ
ー
の
ア
ー
ビ
ン
と
頂
上
近
く
で

行
方
不
明
と
な
る
。

　

そ
の
後
、
１
９
５
３
年
威
信
を
か

け
た
英
国
登
山
隊
は
Ｅ
・
ヒ
ラ
リ
ー

と
テ
ン
ジ
ン
が
登
頂
、
エ
リ
ザ
ベ
ス

女
王
の
戴
冠
式
の
贈
り
物
と
な
っ
た
。

又
、
７５
年
後
の
１
９
９
９
年
マ
ロ
リ
ー

調
査
隊
が
北
面
８
１
６
０
ｍ
付
近
で

明
治
中
頃
（
１
９
０
０
年
代
）、
ザ
イ
ル
・
ピ
ッ
ケ
ル
な
ど
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
が
…
…
。

左が小島烏水

アイガー東山稜登頂直後の槙、左から二人目
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彼
の
遺
体
を
発
見
、
遺
品
を
長
女
の

ク
レ
ア
さ
ん
に
手
渡
し
て
い
る
が
、

は
た
し
て
マ
ロ
リ
ー
は
登
頂
後
に
倒

れ
た
の
か
否
か
、
い
ま
だ
に
謎
の
ま

ま
で
あ
る
。
こ
の
時
の
調
査
隊
の
記

録
は
「
そ
し
て
謎
は
残
っ
た
、
伝
説

の
登
山
家
マ
ロ
リ
ー
発
見
記
」
文
芸

春
秋
社
刊
に
詳
し
い
。

　

１
９
３
０
年
代
以
降

　

ア
ル
プ
ス
の
岩
壁
を
席
巻
し
た

　

リ
カ
ル
ド
・
カ
シ
ン
と

　

ガ
ス
ト
ン
・
レ
ビ
フ
ァ

　

Ｒ
・
カ
シ
ン
（
１
９
０
９
～
２
０

０
９
）
イ
タ
リ
ア
の
登
山
家
。
１
９

３
８
年
グ
ラ
ン
ド
ジ
ョ
ラ
ス
・
ウ
オ
ー

カ
ー
側
稜
初
登
攀
を
は
じ
め
、
３８
年
間

で
２８
の
初
登
攀
を
記
録
。
ダ
ブ
ル
ロ
ー

プ
や
ア
ブ
ミ
な
ど
を
駆
使
し
て
、
当

０
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
ナ
プ
ル

ナ
遠
征
隊
員
と
し
て
Ｍ
・
エ
ル
ゾ
ー

グ
（
注
４
）
の
登
頂
を
支
え
た
。
Ｇ
・

レ
ビ
フ
ァ
は
１
９
４
２
年
ガ
イ
ド
と

な
り
、
ア
ル
プ
ス
の
岩
壁
を
中
心
に

登
り
、
１
０
０
０
余
り
の
登
攀
を
行
っ

た
。「
登
山
の
報
告
を
単
な
る
山
行
記

録
か
ら
文
学
作
品
の
領
域
に
高
め
て

い
る
」
と
翻
訳
者
の
近
藤
等
氏
は
書

い
て
い
る
。
生
涯
１８
冊
の
著
作
を
発

表
し
、
多
く
の
記
録
映
画
を
製
作
し

て
い
る
。
小
生
も
彼
の
「
星
と
嵐
」

の
Ｖ
Ｈ
Ｓ
を
所
蔵
し
て
い
る
。
こ
れ

を
観
る
と
華
麗
な
バ
ラ
ン
ス
と
ロ
ー

プ
を
全
て
伸
ば
し
き
る
と
い
う
大
胆

な
ラ
ン
ナ
ウ
ト
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
驚

か
さ
れ
る
。

　

当
時
の
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は

積
雪
期
と
人
工
登
攀
を
除
い
て
多
く

の
ク
ラ
イ
マ
ー
が
同
様
の
「
リ
ー
ド

は
絶
対
に
落
ち
て
は
い
け
な
い
！
」

と
い
う
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
だ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

（
つ
づ
く
）

時
は
ク
ラ
イ
マ
ー
の
異
端
児
と
も
い

わ
れ
た
。
１
９
７
５
年
ロ
ー
ツ
エ
遠

征
時
は
カ
シ
ン
が
隊
長（
６６
歳
）で
Ｒ
・

メ
ス
ナ
ー
が
隊
員
と
し
て
参
加
し
た
。

こ
の
時
の
こ
と
を
メ
ス
ナ
ー
は
著
書

で
「
カ
シ
ン
は
権
威
で
押
さ
え
つ
け
る

よ
う
な
隊
長
で
は
な
か
っ
た
。
む
し

ろ
彼
は
、
ぼ
く
達
に
と
っ
て
父
親
だ
っ

た
。
し
ば
し
ば
カ
シ
ン
は
バ
ー
に
や
っ

て
き
て
、
夜
遅
く
ま
で
ぼ
く
達
と
談

笑
し
た
。
彼
は
ぼ
く
達
の
仲
間
だ
っ

た
の
で
あ
る
」
と
自
著
「
挑
戦
二
人

で
８
０
０
０
ｍ
峰
へ
」
で
述
べ
て
い

る
。

　

Ｒ
・
カ
シ
ン
に
遅
れ
る
こ
と
１０
年

余
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
ガ
ス
ト
ン
・
レ

ビ
フ
ァ
（
１
９
２
１
～
１
９
８
５
）

は
１
９
４
５
年
グ
ラ
ン
ド
ジ
ョ
ラ
ス
・

ウ
オ
ー
カ
ー
稜
を
第
２
登
、
１
９
５

（
注
１
）
日
本
山
岳
会
設
立
に
奔
走
し
た
烏
水
は
高
松

生
ま
れ
、
横
浜
税
関
吏
と
し
て
赴
任
し
た
父

と
共
に
横
浜
に
移
住
。
１
８
９
７
年
横
浜
正

金
銀
行
に
入
社
し
た
銀
行
員
。
Ｗ
・
ウ
ェ
ス

ト
ン
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
昭
和
６
年
初
代

会
長
に
選
ば
れ
る
。

（
注
２
）
１
９
２
１
年
（
大
正
１０
年
）
槙
は
ガ
イ
ド
２

名
を
含
む
４
名
で
念
願
の
ア
イ
ガ
ー
東
山
稜

に
臨
ん
だ
。
６
ｍ
の
丸
太
を
用
意
す
る
な
ど

し
て
、
厳
し
い
岩
場
を
乗
り
切
り
登
頂
。
西

山
稜
経
由
で
翌
日
、
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
に

下
山
し
た
。

（
注
３
）
藤
木
ら
関
西
の
ク
ラ
イ
マ
ー
達
が
設
立
し
た

岩
登
り
の
ク
ラ
ブ
。
日
本
の
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
の
基
礎
を
築
い
た
。
１
９
３
２
年（
昭

和
７
年
）
に
は
解
散
し
た
が
、
２６
年
後
の
１

９
５
８
年
、
奥
山
章
ら
関
東
の
先
鋭
ク
ラ
イ

マ
ー
が
第
２
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
を
設
立
し
た
。

（
注
４
）
１
９
５
０
年
３１
歳
の
エ
ル
ゾ
ー
グ
隊
長
率
い

る
仏
登
山
隊
は
エ
ル
ゾ
ー
グ
隊
長
と
隊
員
の

ラ
シ
ュ
ナ
ル
の
二
人
が
最
初
の
８
０
０
０
ｍ

峰
登
頂
者
と
な
る
。
し
か
し
下
山
で
は
雪
崩

に
遭
遇
し
、
エ
ル
ゾ
ー
グ
の
両
手
は
凍
傷
の

た
め
肉
塊
が
は
み
出
す
ほ
ど
。
同
行
し
た
レ

ビ
フ
ァ
も
雪
盲
と
な
り
悲
惨
な
下
降
と
な
っ

た
。

百歳の長寿を全うしたカシン

愛煙家で晩年は病魔に苦しん
だレビファ
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先
月
、
コ
ロ
ナ
患
者
ゼ
ロ
の
平
和

の
里
と
記
し
た
が
、
も
う
一

つ
忘
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

長
野
県
は
我
が
国
一
番
の
長
寿
県
で
、

さ
ら
に
遠
山
郷
の
あ
る
飯
伊
地
方
は
、

保
健
所
単
位
の
二
次
医
療
圏
全
国
３

４
４
地
域
の
う
ち
、
全
が
ん
（
癌
）

の
死
亡
率
が
男
性
３
４
４
位
の
ワ
ー

ス
ト
１
位
、
女
性
３
３
５
位
の
ワ
ー

ス
ト
１０
位
と
い
う
、
健
康
が
キ
ー
ワ
ー

ド
の
土
地
で
あ
る
こ
と
を
仕
事
仲
間

か
ら
聞
い
て
知
る
。
５
年
前
の
『
中

央
公
論
１６
年
６
月
号　

特
集
記
事
』

に
あ
る
。
が
ん
の
死
亡
率
と
い
う
と

高
い
地
域
が
大
い
に
話
題
と
な
り
、

が
ん
対
策
の
改
善
に
目
が
行
く
が
、

良
い
ほ
う
は
「
そ
れ
で
い
い
」
の
で

あ
っ
て
、
周
り
は
こ
の
こ
と
を
知
ら

な
い
人
ば
か
り
だ
。
地
元
で
は
全
く

話
題
に
も
上
が
ら
な
か
っ
た
ら
し
い

が
、
私
に
は
凄
い
衝
撃
で
、
再
認
識

し
た
。
二
次
医
療
圏
別
の
男
性
全
が

ん
標
準
化
死
亡
比
（
全
国
値
を
１
０

０
と
し
た
時
の
そ
の
地
域
の
死
亡
の

度
合
い
）
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
最

も
低
い
ベ
ス
ト
１０
地
域
の
う
ち
半
分

が
長
野
県
各
地
で
、
飯
田
・
下
伊
那

Ｉ
タ
ー
ン
と
い

え
ば
、
私
自

身
も
故
郷
の
地
籍
に

戻
っ
た
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
Ｕ
よ
り
Ｉ

に
近
い
の
だ
が
、
私

の
住
む
“
整
備
さ
れ

た
道
路
の
谷
底
”
は

日
当
た
り
が
悪
い
。

朝
夕
の
冷
え
は
、
こ

の
時
期
に
？　

と
思

う
ほ
ど
だ
。
四
季
の

な
い
大
都
会
に
比
べ
れ
ば
気
分
は
い

い
の
だ
が
、
衣
替
え
の
時
節
を
迎
え

て
も
暖
房
の
世
話
に
な
ろ
う
と
は
身

体
が
衰
え
た
と
し
か
思
え
な
い
の
で

あ
る
。

　

寒
暖
の
差
は
お
茶
な
ど
の
作
物
に

は
よ
い
影
響
が
あ
る
が
、
日
当
た
り

の
よ
い
傾
斜
畑
は
山
ヒ
ル
も
元
気
で

「
え
れ
え
こ
っ
た
（
た
い
へ
ん
な
こ
と

だ
）」
と
住
民
は
こ
ぼ
す
。
こ
こ
は
長

野
県
で
も
最
高
気
温
を
記
録
し
た
深

い
渓
谷
で
も
あ
る
。
こ
の
時
期
の
自

然
を
在
東
京
半
世
紀
余
の
身
体
は
忘

れ
て
い
る
だ
け
な
の
か
？　

西
日
本

で
は
す
で
に
梅
雨
に
入
っ
た
。

91

野菜は売るものではない！  あげるもの
　南信濃遠山郷に移住して一年になる。　南信濃遠山郷に移住して一年になる。
四季を通じて一番感じることは、人はお四季を通じて一番感じることは、人はお
日様に向かって生きているということ。日様に向かって生きているということ。
高く山深くても、朝から晩まで日の当た高く山深くても、朝から晩まで日の当た
る暖かいところには人の住処がある。冠る暖かいところには人の住処がある。冠
松次郎から深田久弥に至る時代の登山案松次郎から深田久弥に至る時代の登山案
内人のいた下栗や、さらに奥の小野や大内人のいた下栗や、さらに奥の小野や大
野の集落がそれだ。遠山郷には“なぜこ野の集落がそれだ。遠山郷には“なぜこ
んなところに”という凄い斜面に生活をんなところに”という凄い斜面に生活を
営んでいた人が大勢いて、そのわけが解営んでいた人が大勢いて、そのわけが解
けた。縄文の時代から、水と食物が身近けた。縄文の時代から、水と食物が身近
にある暖かく住みやすい山の斜面を探しにある暖かく住みやすい山の斜面を探し
当てていただけである。やんごとなき理当てていただけである。やんごとなき理
由で逃げてきた者の隠れ里というレッテ由で逃げてきた者の隠れ里というレッテ
ルはずっと後の時代の I ターンなのだ。ルはずっと後の時代の I ターンなのだ。

耕して天に至る遠山郷を表す下栗地区

22登山時報 2021 年 7月号



　
が
ト
ッ
プ
な
の
で
あ
る
。

　

特
集
に
は
作
家
で
諏
訪
中
央
病
院

名
誉
院
長
鎌
田
實
さ
ん
が
『
が
ん
だ

け
で
は
な
い
…
長
野
県
は
な
ぜ
「
健

康
長
寿
」
を
達
成
で
き
た
の
か
』
を

記
し
て
い
る
。
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
な

い
県
、
平
均
寿
命
全
国
一
を
達
成
し

た
が
…
県
は
高
度
医
療
に
お
金
を
か

け
て
こ
な
か
っ
た
と
し
て
、
半
世
紀

前
の
脳
卒
中
全
国
第
２
位
と
い
う
不

名
誉
を
返
上
し
た
経
緯
を
例
に
挙
げ

て
い
る
。
県
は
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
も

作
る
資
金
が
な
く
、
代
わ
り
に
保
健

指
導
員
の
住
民
組
織
を
作
り
、
保
健

婦
さ
ん
と
お
医
者
さ
ん
達
、
さ
ら
に

食
生
活
改
善
推
進
員
な
ど
の
市
民
と

専
門
家
が
一
体
と
な
っ
て
予
防
活

動
（
減
塩
運
動
な
ど
）
に
取
り
組
ん

だ
と
い
う
。
が
ん
に
対
し
て
も
同
様

で
、
何
億
も
の
お
金
を
か
け
て
高
度

医
療
に
取
り
組
む
こ
と
も
大
切
だ
が
、

そ
れ
以
前
に
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
、

と
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
死
亡
率
が
低
い
医
療
圏
は

そ
の
地
域
に
残
る
“
食
文
化
”

が
影
響
し
て
い
る
と
幾
つ
か
の
例
を

挙
げ
、
ま
た
減
塩
や
習
慣
的
喫
煙
の

る
も
の
で
な
く
、（
人
に
）
あ
げ
る
も

の
だ
』
と
い
う
。
狭
い
土
地
の
利
用
は

大
量
生
産
に
は
向
か
な
い
。
自
然
が
好

き
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
自
宅
仕
事
も
Ｏ

Ｋ
な
ら
Ｉ
タ
ー
ン
向
き
「
是
非
い
ら
っ

し
ゃ
い
」
と
思
う
。
家
賃
は
べ
ら
ぼ
う

に
安
い
。
私
が
推
進
し
て
い
る
遠
山
郷

の
エ
コ
登
山
構
想
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

『
世
界
的
な
唯
一
無
二
の
健
康
的
で
環

境
に
配
慮
さ
れ
た
、
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
ラ

イ
フ
地
と
し
、
住
ん
で
良
し
、
訪
れ
て

良
し
の
桃
源
郷
に
す
る
』
と
決
め
た
。

足
掛
け
３
年
目
で
事
業
計
画
は
目
白
押

し
で
あ
る
。
地
元
に
習
っ
て
畑
も
田
ん

ぼ
も
始
め
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
さ
あ
大

変
で
あ
る
。

ば
」
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
ジ
ビ
エ

の
「
味
付
け
焼
肉
ジ
ン
ギ
ス
」
県
の

伝
統
野
菜
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
二

度
イ
モ
」「
コ
ン
ニ
ャ
ク
」「
お
茶
」「
ク

ル
ミ
」そ
し
て
渓
流
の
女
王「
ア
マ
ゴ
」

な
ど
で
あ
る
。

科
学
的
な
証
明
は
難
し
い
が
も
う

一
つ
、
複
合
的
要
素
が
大
き
い

と
し
て
、
多
く
の
高
齢
者
が
楽
し
み

な
が
ら
小
規
模
農
業
を
営
む
土
地
柄

も
挙
げ
て
い
る
。
家
の
横
の
畑
で
作
っ

た
野
菜
を
モ
リ
モ
リ
食
べ
、
タ
バ
コ

は
吸
わ
ず
、
酒
を
控
え
て
、
山
を
歩

く
…
健
康
意
識
は
高
く
、
意
識
の
持

ち
方
や
教
育
な
ど
人
に
も
よ
る
が
、

時
間
が
か
か
り
面
倒
で
も
、“
健
康
づ

く
り
運
動
”
と
い
う
予
防
の
重
要
性

を
説
い
て
い
る
。
何
し
ろ
大
資
本
は

要
ら
な
い
？　

無
い
も
の
を
生
か
す

遠
山
郷
の
目
指
す
地
域
つ
く
り
の
セ

オ
リ
ー
と
同
じ
で
あ
る
。

こ
こ
の
住
人
（
ほ
と
ん
ど
が
高
齢

者
で
子
供
ゼ
ロ
）
は
、
狭
く
と

も
車
の
道
は
確
保
さ
れ
、
外
に
勤
務

す
る
二
足
の
草
鞋
で
あ
る
が
、
狭
く

て
も
自
給
自
足
の
で
き
る
畑
を
耕
し

て
の
ん
び
り
と
暮
ら
す
。『
野
菜
は
売

割
合
も
挙
げ
て
い
る
。
喫
煙
で
は
長

野
県
は
全
国
４４
位
と
ベ
ス
ト
４
、
喫

煙
率
を
下
げ
た
こ
と
が
効
果
を
生
み
、

減
塩
も
含
め
生
活
の
仕
方
が
大
い
に

関
係
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
特
筆

し
た
い
の
は
『
古
い
食
文
化
を
大
切

に
す
る
』
と
い
う
こ
と
。
寒
天
や
高

野
豆
腐
、
乳
酸
菌
で
漬
け
る
漬
物
、

野
菜
摂
取
量
日
本
一
へ
の
努
力
、
代

表
は
具
沢
山
味
噌
汁
で
、
も
ち
ろ
ん

減
塩
で
あ
る
。
人
の
免
疫
細
胞
の
６

割
が
集
中
す
る
腸
の
機
能
を
後
押
し

す
る
の
は
食
物
繊
維
と
発
酵
食
品
で

あ
る
。
野
菜
、キ
ノ
コ
、コ
ン
ニ
ャ
ク
、

海
藻
の
食
文
化
が
廃
れ
て
い
な
い
と

い
う
。
ま
た
ネ
ギ
、
ニ
ン
ニ
ク
、
キ
ャ

ベ
ツ
に
ワ
サ
ビ
…
解
毒
作
用
や
発
が

ん
物
質
の
作
用
を
抑
え
る
成
分
を
持

つ
野
菜
を
多
食
す
る
。
飯
田
地
方
特

有
の
“
ネ
ギ
だ
れ
”
と
い
う
長
ネ
ギ

を
刻
ん
だ
も
の
に
醤
油
を
混
ぜ
た
単

純
な
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
が
あ
る
。
な
ん

に
で
も
か
け
た
り
、
付
け
て
食
べ
る
、

お
で
ん
や
餃
子
に
ま
で
使
う
？　

こ

れ
も
効
果
の
一
端
を
担
う
か
？

　

遠
山
郷
で
は
地
産
地
消
の
特
産
は

サ
ン
マ
を
入
れ
た「
そ
ば
お
や
き
」「
そ

毎日、新鮮な野菜がとれるようにと、耕して、キュ
ウリなどを植えたドアから 1 分の私の畑。
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「大気の状態が不安定」
落雷事故から学ぶ

　
雷
雲
は
上
空
の
寒
気
・

　
高
い
湿
度
で
発
達

　

今
月
は
雷
を
取
り
上
げ
る
が
、
最

初
に
雷
雲
が
発
生
し
や
す
い
条
件
を

確
認
し
よ
う
。
図
１
は
先
月
号
の
図

２
と
同
様
の
図
で
、
地
上
の
空
気
が

何
ら
か
の
理
由
で
仮
に
高
度
千
ｍ
ま

で
上
昇
し
た
と
き
、
さ
ら
に
上
昇
し

雲
が
発
達
で
き
る
か
ど
う
か
を
３
つ

の
ケ
ー
ス
で
近
似
的
に
表
し
て
み
た

も
の
だ
。
地
上
の
気
温
３０
℃
湿
度

６８
％
、
高
度
千
ｍ
の

気
温
を
２２
℃
の
と
き

（
ケ
ー
ス
Ａ
）
で
は
何

ら
か
の
理
由
で
千
ｍ
上

昇
し
て
も
、
上
昇
し
た

空
気
よ
り
周
囲
の
気
温

が
高
い
の
で
こ
れ
以
上

な
か
な
か
上
昇
で
き
な

い
。
こ
れ
に
対
し
、
湿

度
が
高
い
場
合
（
ケ
ー

ス
Ｂ
）
は
、
高
度
千
ｍ

付
近
ま
で
上
昇
す
れ
ば

上
昇
し
た
空
気
の
温
度

の
方
が
高
く
、
さ
ら
に

上
昇
し
て
雲
が
発
達
す
る
。
ま
た
、

上
空
の
気
温
が
低
い
場
合
（
ケ
ー
ス

Ｃ
）
も
上
昇
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
例
は
あ
く

ま
で
仮
想
だ
が
、
上
昇
気
流
は
上
空

に
寒
気
が
あ
る
と
き
や
空
気
が
湿
っ

て
い
る
と
き
に
発
達
し
や
す
い
と
覚

え
て
お
こ
う
。
夏
は
雲
の
高
さ
が
８

千
ｍ
程
度
に
達
す
る
と
雷
雲
に
な
る
。

上
昇
気
流
が
発
生
し
や
す
く
、
雲
が

発
達
し
や
す
い
状
態
を
「
大
気
の
状

態
が
不
安
定
」
と
言
う
が
、
天
気
予

報
で
も
よ
く
聞
く
フ
レ
ー
ズ
だ
。

第 16 回

気象予報士・野尻英一

山登りのための山登りのための

図 1　空気が上昇し雲ができる近似的な模式図
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線
が
、
１
日
に
は
本
州
西
端
か
ら
南

海
上
ま
で
下
が
っ
て
大
気
の
状
態
の

不
安
定
度
が
増
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

１
日
の
最
高
気
温
は
松
本
３２
℃
、
飛

騨
高
山
３４
℃
で
地
上
と
高
度
約
５
８

０
０
ｍ
と
の
気
温
差
が
４０
℃
近
く
ま

で
開
い
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
天
気

図
の
よ
う
に
夏
に
太
平
洋
高
気
圧
と

は
別
に
西
に
も
小
さ
い
高
気
圧
が
あ

る
場
合
、
高
気
圧
の
間
と
な
る
中
部

日
本
で
は
天
気
が
安
定
し
な

い
こ
と
が
多
い
。

　

一
行
は
７
時
２５
分
に
登
り

の
山
道
に
入
っ
た
。
林
の
中

で
暑
さ
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な

か
っ
た
と
い
う
。
西
穂
山
荘

に
９
時
２５
分
到
着
。
風
が
あ

り
汗
を
か
い
た
た
め
肌
寒
く
、

日
向
に
出
る
者
が
多
か
っ
た
。

笠
ヶ
岳
に
層
雲
、
槍
ヶ
岳
上

空
に
高
層
雲
、
梓
川
の
反
対

側
の
蝶
、
常
念
や
霞
沢
岳
、

南
に
尾
根
続
き
の
焼
岳
や
乗

鞍
岳
に
積
雲
が
発
達
し
既
に

雲
が
多
か
っ
た
。
２５
分
間
休

ん
で
出
発
し
た
が
、
ま
も
な

く
前
方
の
西
穂
高
頂
上
方
面

　
詳
細
な
記
録
が
残
る

　
西
穂
高
独
標
の
事
故

　

現
在
で
も
落
雷
に
よ
る
死
亡
事
故

は
し
ば
し
ば
起
き
て
お
り
、
山
で
の

事
故
も
多
い
。
雷
雲
は
発
達
が
急
で

局
地
的
な
た
め
登
山
者
の
現
地
判
断

に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
正
確
な

状
況
判
断
が
必
要
だ
。
現
在
ま
で
最

大
の
山
岳
落
雷
事
故
と
言
わ
れ
て
い

る
の
は
、
１
９
６
７
年
に
北
ア
ル
プ

ス
西
穂
高
独
標
で
起
き
た
松
本
深
志

高
校
の
学
校
登
山
中
の
事
故
だ
。
死

亡
１１
名
の
大
事
故
だ
っ
た
が
、
学
校

や
地
元
気
象
台
に
よ
る
詳
細
な
記
録

が
残
さ
れ
、
雷
災
の
実
相
を
伝
え
そ

の
防
止
を
図
り
た
い
と
い
う
関
係
者

の
意
志
と
誠
意
を
感
じ
る
。
そ
の
一

部
を
紹
介
し
雷
の
実
相
に
迫
り
た
い
。

　
上
空
に
は
寒
気
、

　
雷
雲
の
予
兆
は
あ
っ
た
か

　

一
行
は
７
月
３１
日
に
上
高
地
に
入

山
し
小
梨
平
キ
ャ
ン
プ
場
で
幕
営
、

翌
８
月
１
日
朝
７
時
に
出
発
し
た
。

西
穂
高
稜
線
の
天
狗
の
コ
ル
に
霧
が

滑
昇
す
る
の
が
見
え
た
が
、
晴
れ
た

爽
や
か
な
朝
だ
っ
た
。

　

当
日
の
天
気
図
が
図
２
だ
。
日
本

列
島
は
太
平
洋
に
中
心
を
持
つ
高
気

圧
と
九
州
の
西
の
高
気
圧
に
覆
わ
れ

て
い
る
が
、
上
空
の
寒
気
が
三
陸
方

面
か
ら
南
下
し
て
き
て
お
り
、
３１
日

に
は
東
北
南
部
に
あ
っ
た
上
空
約
５

８
０
０
ｍ
で
マ
イ
ナ
ス
５
℃
の
等
温

に
巻
雲
が
幾
筋
か
東
西
に
長
く
、
そ

れ
に
向
か
う
よ
う
に
雲
が
昇
っ
て
い

く
の
が
観
察
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に

現
地
で
は
朝
か
ら
上
空
、
稜
線
付
近
、

下
層
と
さ
ま
ざ
ま
な
高
さ
で
雲
が
多

く
出
現
し
て
お
り
、
大
気
全
体
が
不

安
定
な
様
子
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、

現
地
写
真
が
な
く
詳
細
に
は
わ
か
ら

な
い
が
、
巻
雲
は
上
空
高
く
で
き
る

雲
で
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
雲
が
上
昇

し
て
い
る
こ
と
は
上
空
で
も
上
昇
気

流
が
起
き
や
す
か
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
も
取
れ
る
。
雷
雲
発
生
の

可
能
性
の
高
さ
を
暗
示
し
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
。

　

独
標
に
１０
時
４０
分
到
着
。
ガ
ス
が

稜
線
に
ま
で
昇
っ
て
は
消
え
る
状
態

に
な
っ
て
い
た
。
４５
分
間
休
憩
し
西

穂
高
頂
上
に
向
け
出
発
し
た
が
、
そ

の
頃
は
稜
線
に
ガ
ス
が
広
が
り
始
め

て
い
た
。
１２
時
に
は
霧
に
包
ま
れ
た

が
稜
線
沿
い
は
晴
れ
て
隊
列
は
見
渡

せ
た
と
い
う
。
１２
時
２５
分
頂
上
に
着

い
た
一
行
は
ま
も
な
く
第
一
の
雷
雲

に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
続
き

は
次
回
。

太点線は高度約 5800 ｍの -5℃の等温線。
気圧配置に変化はないが、上空の寒気が三陸方面から南下し、8 月 1 日には本州を
広く覆った。
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図 2　西穂高落雷事故時の天気図（左 1967 年 7 月 31 日、右 8 月 1 日）

参考文献：西穂高岳落雷遭難事故調査報告書（松本深志高校）、西穂高岳雷災の記録（長野地方気象台）
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七瀬 2 歳 8 ヶ月（身長 89 ｃｍ）。も七瀬 2 歳 8 ヶ月（身長 89 ｃｍ）。も
らいもののレインコートと、登山用らいもののレインコートと、登山用
品メーカーのレインパンツ（サイズ品メーカーのレインパンツ（サイズ
110）。ウエストはひもで絞り、裾は110）。ウエストはひもで絞り、裾は
折って履いています。折って履いています。

2 歳 1 ヶ月（身長2 歳 1 ヶ月（身長
83 ｃｍ）。雨の中83 ｃｍ）。雨の中
を歩く＠霧ヶ峰高を歩く＠霧ヶ峰高
原原

現在 6 歳目前（身現在 6 歳目前（身
長 112 ｃ m）、ジャ長 112 ｃ m）、ジャ
ストサイズに！ストサイズに！

3 歳 10 ヶ月（身3 歳 10 ヶ月（身
長 100cm 弱）春長 100cm 弱）春
のスキー場遊びにのスキー場遊びに
は、スノーブーツは、スノーブーツ
と合わせて＠谷川と合わせて＠谷川
岳天神平岳天神平

カモシカスポーツ武井真理
七瀬 2015 年 6 月生まれ

峻  2018 年 7 月生まれ

vol.48番外編 グッズ紹介　登園にも使える編①

　こども用商品を出している、登山
用品メーカーもありますが、結構値
が張る…でも、日常生活でも、山さ
んぽでも使い倒せるものもあります。
　例えば、保育園や幼稚園への登園
時に使えるもの。歩き、まだ歩けな
ければベビーカーや抱っこおんぶ、
または、自転車、車…と登園スタイ
ルはいろいろ。そんな登園時にも使
える、登山用品メーカーのグッズを
紹介します。

　歩きでの登園だと、こどもが自分で歩くよう
になると、傘を自分でうまくさせなかったり、
歩き方も不安定で転ぶだったりで、レインウェ
アが必須です。
　七瀬が歩いて登園を始めた頃、もらい物のレ
インコートがあったので、初めはそれを着せて
いました。が、これは裾がひらひらして、下半
身はあまりガードしてくれない。登園中に履い
ているズボンが濡れてしまい、登園後に乾いた
ズボンに着替えなければならないこともしばし
ば。
　そこで、登山用品メーカーのレインパンツを
購入。雨上がりの水たまりや、ぬかるんだ泥道
で盛大に走ったりするので、雨がやんでから～
雨の次の日にも活躍。泥汚れが予想される山さ
んぽ時も携行して使い倒しています。

　大きめを買って長く使う
　ただ、日々成長するこども、頻繁に買い替え
るのは大変。
　私がこども用にレインパンツ購入した当時、
こどもは 2 歳、身長がまだ 80 ㎝ちょっとのこ
ろでしたが、サイズはだいぶ大きめの 110 を購
入。ウエストはひもで絞れるようになっている
し、裾は折って穿けば大丈夫でした。
　生地は、おとな用と同じく、リーズナブルな
防水透湿素材から、GORE-TEX まで色々。レ
インジャケットとパンツの上下セットもある
し、上下別売タイプもあります。ジャケットは、
ジッパー式で着脱させるのもラク。

登山用品メーカーのレインウェアは、こ登山用品メーカーのレインウェアは、こ
ども服メーカーのそれよりは値が張りまども服メーカーのそれよりは値が張りま
すが、長く着られるような工夫も。ノーすが、長く着られるような工夫も。ノー
スフェイスのレインパンツ「スプリンクスフェイスのレインパンツ「スプリンク
ルパンツ」は裾の長さ（写真は 2020 年ルパンツ」は裾の長さ（写真は 2020 年
春夏モデル）が調整できる。春夏モデル）が調整できる。

こどもサイズのセパレート式レインウェア
ジャケット約￥7,000 〜、パンツ約￥3,000 〜
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未踏峰と三江併流
─ヒマラヤの東、最後の辺境─

中村保 著中村保 著
ナカニシヤ出版

￥8,800
菊倍判・226P

2021 年 4 月 15 日刊

　

チ
ベ
ッ
ト
の
東
部
か
ら
東
南
部
に
か

け
て
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
造
山
運
動
に

よ
っ
て
生
じ
た
大
褶
曲
地
帯
が
広
が

り
、
そ
こ
を
ア
ジ
ア
の
大
河
が
深
く
刻

み
込
ん
で
、
複
雑
な
地
形
を
呈
し
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
雪
山
か
ら
樹
林
帯
ま
で

多
様
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
動
植
物

相
は
豊
富
で
、
人
々
の
生
活
様
式
も
興

味
深
い
。
し
か
も
、
長
い
あ
い
だ
対
外

未
開
放
地
区
で
あ
っ
た
た
め
情
報
に
乏

し
く
、
６
０
０
０
ｍ
級
の
未
踏
峰
の
宝

庫
で
も
あ
る
。
中
国
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区

東
部
・
東
南
部
、
四
川
省
西
部
、
雲
南

省
北
西
部
、
青
海
省
南
西
部
に
及
ぶ
こ

の
広
大
な
山
域
を
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
」

と
表
現
し
、
３０
年
に
わ
た
っ
て
踏
査
し

て
き
た
の
が
、
本
書
の
著
者
・
中
村
保

さ
ん
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
中
村
さ

ん
は
国
内
外
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
へ
の
投

稿
、『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
』
三
部
作
等
の

著
作
で
、
精
力
的
に
踏
査
記
録
を
発
表

し
て
き
た
。
本
書
は
、
そ
の
流
れ
を
汲

む
写
真
集
で
あ
る
。

　

２１
年
前
の
初
冬
、
青
海
省
南
西
部
の

町
・
玉
樹
で
、
私
は
踏
査
中
の
中
村
さ

ん
に
偶
然
お
目
に
か
か
っ
た
。
そ
の
と

き
中
村
さ
ん
は
、
素
性
の
知
れ
な
い
若

造
（
私
）
に
対
し
て
も
気
さ
く
に
話
し

か
け
、
貴
重
な
日
本
食
も
差
し
入
れ
て

く
だ
さ
っ
た
。
今
回
、
さ
さ
や
か
な
御

礼
と
し
て
本
の
紹
介
を
し
た
い
。

　

本
書
は
二
部
構
成
。パ
ー
ト
Ⅰ
は「
未

踏
峰
」
で
、「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
」
で
撮

ら
れ
た
主
に
６
０
０
０
ｍ
級
の
未
踏
峰

の
写
真
を
詳
細
な
地
図
と
と
も
に
紹
介

し
て
い
る
。
雪
氷
を
ま
と
い
、
美
し
く

壮
観
な
山
容
を
見
る
に
つ
け
、
山
の
魅

力
は
高
さ
や
知
名
度
だ
け
で
測
れ
る
も

の
で
は
な
い
と
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。
ま

た
、
詳
細
な
地
図
に
よ
っ
て
写
真
の
未

踏
峰
の
位
置
、
ア
プ
ロ
ー
チ
ル
ー
ト
を

確
認
で
き
る
の
も
あ
り
が
た
い
。「
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
東
」
で
は
、
外
国
人
の
入
域

許
可
問
題
に
悩
ま
さ
れ
る
が
、
こ
の
山

域
を
目
指
す
諸
兄
姉
に
と
っ
て
、
本
書

は
ま
た
と
な
い
道
標
に
な
る
で
あ
ろ

う
。

　

パ
ー
ト
Ⅱ
は「
三
江
併
流
」。“
三
江
”

と
は
、
チ
ベ
ッ
ト
に
源
を
発
す
る
金
沙

江
（
長
江
上
流
部
）、
瀾
滄
江
（
メ
コ

ン
川
上
流
部
）、
怒
江
（
サ
ル
ウ
ィ
ン

川
上
流
部
）
の
こ
と
で
、
こ
れ
ら
三
大

河
が
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
」
で
互
い
に
接

す
る
ほ
ど
近
づ
い
て
並
行
し
、
横
断
山

脈
に
深
い
峡
谷
を
刻
む
。
本
書
に
は
、

雅
魯
藏
布（
ブ
ラ
マ
プ
ト
ラ
川
上
流
部
）

や
独
龍
江
（
イ
ラ
ワ
ジ
川
上
流
部
）
の

写
真
も
含
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
河
が

つ
く
り
出
し
た
大
峡
谷
の
迫
力
と
美
し

さ
に
、
息
を
の
む
ば
か
り
で
あ
る
。
ま

た
、
一
帯
に
暮
ら
す
チ
ベ
ッ
ト
族
の

人
々
、
巡
礼
者
、
僧
院
や
集
落
、
耕
作

地
、
古
道
、
動
植
物
等
の
写
真
も
あ

り
、
三
江
併
流
地
域
の
風
土
と
文
化
を

記
録
し
た
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
急
速
に
開
発
の
進
む
中
国
に
あ
っ

て
は
、
本
書
に
記
録
さ
れ
た
同
地
域
の

景
観
も
、
今
後
の
著
し
い
変
化
が
予
感

さ
れ
る
。

　

パ
ー
ト
Ⅰ
と
Ⅱ
に
通
底
し
て
い
る
の

は
、中
村
さ
ん
の
飽
く
な
き
探
求
心
と
、

自
ら
の
成
果
を
惜
し
み
な
く
提
供
す
る

懐
の
深
さ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
旅
す
る

者
と
し
て
尊
敬
の
念
に
堪
え
な
い
精
神

で
あ
り
、
登
山
時
報
読
者
の
諸
兄
姉
に

も
、
本
書
を
手
に
と
っ
て
感
じ
て
い
た

だ
き
た
い
。（

友
井
一
公
／
高
所
旅
行
者
）

※掲載価格は税込み
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ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
い
ず
れ

で
も
可
）
が
あ
れ
ば
、
全
国
ど
こ
か

ら
で
も
参
加
、
視
聴
す
る
事
が
可
能

だ
（
申
し
込
み
は
全
国
連
盟
Ｈ
Ｐ
か

ら
）。

　

基
金
学
習
の
手
始
め
に
し
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
か
。

（
香
取
純
／
労
山
基
金
運
営
委
員
）

○
組
織
部

　
「
全
登
研
」
集
会
は
来
年
実
施
、

　

今
年
は
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の

　

プ
レ
集
会
（
課
題
別
講
演
会
）
を

　

開
催
！

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
２
０
２
１
年
に

予
定
し
て
い
た
全
国
登
山
研
究
集
会

（
全
登
研
集
会
）
を
２
０
２
２
年
に
延

期
と
し
、
今
年
は
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用

し
た
「
プ
レ
全
登
研
集
会
」
と
し
て

「
全
登
研
集
会
に
向
け
て
の
課
題
別
講

演
会
」
を
実
施
す
る
。
第
１
回
は
６

月
に
「
労
山
基
金
の
（
団
体
）
の
魅

力
と
活
用
方
法
」
を
テ
ー
マ
に
行
う
。

こ
れ
は
地
方
連
盟
か
ら
の
質
問
が
多

い
テ
ー
マ
で
、
具
体
的
な
活
用
例
を

含
め
て
わ
か
り
や
す
く
講
演
す
る
。

　

第
２
回
以
降
は
テ
ー
マ
ご
と
に
１０

回
程
度
の
講
演
を
考
え
て
お
り
、
地

方
連
盟
か
ら
も
多
く
の
方
に
講
演
者

と
し
て
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願

い
し
て
い
る
。
会
員
は
も
ち
ろ
ん
、

会
員
以
外
の
登
山
愛
好
家
に
も
興

味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

楽
し
く
、
学
べ
る
も
の
に
し
よ
う
と

討
議
を
重
ね
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

近
々
、
全
体
的
な
講
演
内
容
の
一
覧

と
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
チ
ラ
シ
を
Ｈ
Ｐ
に

ア
ッ
プ
す
る
予
定
で
、
積
極
的
な
参

加
を
期
待
し
た
い
。

　

部
会
で
討
議
さ
れ
た
２
点
目
は
、

地
方
連
盟
総
会
資
料
の
活
用
だ
が
、

テ
ー
マ
を
「
組
織
拡
大
」
に
絞
っ
て

ま
と
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
頑

張
っ
て
ま
と
め
て
い
く
確
認
が
さ
れ

た
。　
（
久
保
典
子
／
全
国
組
織
部
長
）

○
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
会

　

北
海
道
の
講
習
会
は
中
止
に

　

６
月
に
北
海
道
道
央
地
区
連
盟
で

「
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
講
習
会
」
を
開

催
予
定
で
あ
っ
た
。
現
地
と
何
回
か

連
絡
を
取
り
準
備
が
整
っ
て
き
た
矢

先
の
５
月
１６
日
、
北
海
道
に
コ
ロ
ナ

の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
１９

〇
労
山
基
金
運
営
委
員
会

　

労
山
基
金　

講
演
会
の
ご
案
内

　

コ
ロ
ナ
禍
で
不
自
由
な
生
活
や
登

山
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
は
い
る
が
、

２
０
２
１
年
の
新
年
度
が
始
ま
っ
て

い
る
。

　

各
地
方
連
盟
や
各
会
・
ク
ラ
ブ
で

も
既
に
総
会
を
終
え
た
、
又
は
こ
れ

か
ら
迎
え
る
団
体
も
多
い
だ
ろ
う
。

係
や
分
担
の
交
代
で
新
規
に
「
労
山

基
金
」
の
担
当
者
に
な
ら
れ
た
方
も

多
い
か
も
知
れ
な
い
。担
当
に
は
な
っ

た
も
の
の
、
実
は
基
金
の
事
は
良
く

知
ら
な
い
、
分
か
っ
て
い
な
い
の
に

普
及
の
活
動
な
ん
て
で
き
る
か
な
？

と
不
安
に
思
っ
て
い
る
方
も
い
る
と

思
う
。

　

そ
ん
な
方
に
是
非
参
加
し
て
ほ
し

い
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
が
開
か
れ
る

事
に
な
っ
た
。
全
国
登
山
研
究
集
会

に
向
け
て
の
課
題
別
講
演
で
、
テ
ー

マ
は
ズ
バ
リ
「
基
金
の
魅
力　

労
山

基
金（
団
体
）の
活
用
方
法
」で
あ
る
。

６
月
２９
日
（
火
曜
日
）
１９
時
か
ら
２０

時
３０
分
ま
で
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
講
演
な
の
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
と
機
器
（
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー

会期＝ 7 月 4 日（日）～ 7 月 10 日（土）
開場＝ 11：00 ～ 17：00
　　　※初日は正午から、最終日は 16 時まで

会場＝東京交通会館 B1 ゴールドサロン
　　　  （東京都千代田区）
　　　TEL 03-3215-7933（会期中のみ）

山を描く画家たちによる展示会。昨年まで本誌の表紙を飾っていただ
いた山の木版画家・杉山修さんも出展予定。

創立 85 周年記念
日本山岳画協会展
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○
遭
難
対
策
部

　

基
本
技
術
不
足
の

　

登
攀
事
故
が
増
加

　

５
月
１０
日
ま
で
に
届
い
た
事
故
一

報
は
２７
件
。
１２
件
は
転
倒
事
故
。
下

山
中
の
転
倒
が
９
件
。

　

登
攀
で
の
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。

人
工
壁
を
含
め
る
と
１２
件
。
カ
ム
が

外
れ
た
り
、
ロ
ワ
ー
ダ
ウ
ン
ミ
ス
に

よ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
フ
ォ
ー
ル
が
発
生

し
た
。
墜
落
時
ロ
ー
プ
が
足
に
掛
か

り
背
中
を
強
打
、
膝
を
岩
に
ぶ
つ
け

て
骨
折
す
る
事
例
。
前
月
に
も
同
様

の
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
ら
な
い
た
め
に
も
再

度
、
基
本
技
術
の
確
認
や
相
互
間
の

チ
ェ
ッ
ク
確
認
を
習
慣
化
し
て
も
ら

い
た
い
。
ま
た
、
下
山
時
に
は
登
り

の
疲
労
が
蓄
積
さ
れ
急
激
に
脚
力
が

低
下
す
る
。
こ
う
し
た
こ
と
も
意
識

し
て
、
よ
り
慎
重
な
行
動
を
心
が
け

よ
う
。

（
石
川
昌
／
全
国
遭
難
対
策
部
長
）

※
事
故
一
報
の
一
覧
表
は
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

日
に
は
道
央
連
盟
か
ら
「
講
習
会
は

白
紙
撤
回
す
る
」
の
連
絡
が
入
る
。

今
年
の
講
習
会
は
「
自
分
だ
け
が
学

ぶ
た
め
だ
け
で
な
く
、
所
属
会
・
ク

ラ
ブ
に
広
く
普
及
し
て
い
く
」
を
参

加
の
条
件
に
入
れ
て
行
う
と
、
担
当

者
か
ら
抱
負
を
お
聞
き
し
て
楽
し
み

に
し
て
い
た
の
で
、
残
念
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
折
、
こ
ん
な
朗
報
を
耳
に

し
た
。
要
約
す
る
と
「
イ
ギ
リ
ス
の

ス
ポ
ー
ツ
科
学
誌
」
に
よ
る
と
、
継

続
的
な
運
動
を
し
て
い
る
人
は
、
運

動
不
足
の
人
、
時
々
運
動
を
し
た
人
、

に
比
べ
、
大
幅
に
死
亡
率
、
入
院
率

が
低
か
っ
た
と
い
う
も
の
だ
。
定
期

的
な
運
動
が
登
山
者
は
得
意
だ
。
コ

ロ
ナ
対
策
を
十
分
に
と
り
、
安
全
に

気
を
付
け
て
登
れ
る
山
に
登
っ
た
り
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
で
山
筋
体
操
に
一
層
取

り
組
ん
だ
り
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

（
久
保
典
子
／

山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
推
進
委
員
長
）

◆室内で 1 回 7 分
◆最初は無理なく朝・夕に、
　           慣れたら週 3 回以上継続が効果的

視聴は…コチラ→ 日本勤労者山岳連盟 HP の下部バナーからまたは

山に行く体力・筋力を維持しよう！

杉山修　山の木版画展
会　期＝ 7 月 17 日（土）～ 8 月 1 日（日）
開　場＝ 11：00 ～ 20：00　※最終日は 16：00 まで

会　場＝モンベル御徒町店 4F サロン（東京都台東区）

問い合わせ＝電　話 090・5440・4552
　　　　　   メール sugiyama@osamuhanga.com
◆会期中、木版画の彫りと摺りの実演を行います（13：00 ～ 17：00）
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4 月 7 日から 5 月 10 日までに届いた事故一報
事故発生日 地方連盟 年齢 性別 山名 山行形態 傷病名

1 03/07 東京 60 男 下帝釈峡 登攀 墜落 墜落した際、膝を岩に強打 膝蓋骨粉砕骨折

2 03/27 愛知 60 男 立岩 登攀 滑落
墜落した際、落下した地点の切り株に
足を強打

ふくらはぎ外側裂傷

3 04/03 道央 50 男
カミホロカ
メットク山

冬季登攀 転倒 転倒時に地面に手をついた 右肩腱板損傷

4 03/14 京都 67 女 桑谷山 無積雪期 体勢 倒木に右膝を強打 右膝半月板損傷
5 03/14 京都 73 女 大悲山 無積雪期 転倒 倒木で右足の脛を強打 右足打撲
6 04/03 新潟 53 女 杉滝岩 登攀 体勢 アプローチシューズの上に乗り滑った 中骨剥離骨折
7 03/02 新潟 51 女 つぐらっこ山 山スキー 転倒 立木に手が当たり転倒 左中指関節脱臼
8 04/11 長崎 50 女 五家原山 無積雪期 転倒 下山中、石に躓き転倒 左足関節肉果骨折

9 03/27 兵庫 50 女
備中クライミ
ングエリア

登攀 墜落 右に振られ左膝と左下肢を岩に強打 左下下肢蜂窩織炎

10 03/31 道央 60 男 ワイスホルン 山スキー 転倒
下山中、雪質の変わり目で足を取られ
転倒

左足アキレス腱断裂

11 04/15 石川 66 女 白山 積雪期 体勢 躓き右足関節を捻った 捻挫、靭帯損傷
12 04/02 東京 50 女 西表島 沢登り 転倒 下降中、スリップして転倒 右膝関節炎
13 04/03 山口 60 男 三倉山 登攀 墜落 カムが外れてグラウンドフォール 足首関節脱臼・骨折

14 04/12 東京 39 男 木曽駒ケ岳 山スキー 転倒 滑降中、転倒し岩に衝突 肩峰骨折

15 03/21 鹿児島 56 女 （クライミングジ
ム） 人工壁 その他 人工壁を登った後に痛みがあった 左第一指関節捻挫

16 04/03 鹿児島 45 男 向日神ダム 登攀 その他 登攀終了後、肘に痛みがあった 右上腕骨外側上顆炎

17 04/11 富山 55 女 前大日岳 山スキー 転倒 下降中、転倒し木にスキーが挟まった 前十字靭帯損傷
18 04/18 香川 61 女 七宝山 登攀 体勢 岩登り訓練中、体を捻った 肋骨亀裂骨折
19 04/01 埼玉 54 女 至仏山 山スキー 転倒 下山中、転倒し左指を強打した 左手親指捻挫
20 05/03 東京 70 女 金峰山 積雪期 転倒 下山中、アイゼンを引っ掛け転倒 右膝骨折
21 04/25 東京 67 女 御前山 無積雪期 転倒 下山中、足を滑らせ頭から一回転した 両脚の打撲と裂傷

22 04/18 東京 39 男 二子山 登攀 墜落
フォールした際、ロープが足に引っ掛
かり頭から落ちた

背中の打撲

23 04/18 兵庫 52 男 六甲山 無積雪期 転倒
下山中、足を滑らせ尻餅をつき左手に
荷重がかかった

上腕骨近位端骨折

24 04/25 広島 41 女 烏帽子岩 登攀 滑落 滑って２m程落ちた際に足首を痛めた 右足首捻挫
25 04/24 埼玉 38 男 中津川大若沢  沢登り その他 ハーケンを打った時、誤って指を強打 左手小指骨折
26 05/01 道央 63 男 八剣山 無積雪期 転倒 下山中、足がぬかるみにとられ転倒 左足首捻挫

27 04/29 東京 65 男 （クライミングジ
ム）

人工壁 墜落 ビレーセットミスによるグラウンド
フォール

腰推・胸推骨折

事故原因

30代 40代 50代 60代 70代 合計

男性 3 1 2 6 0 12
女性 0 1 8 4 2 15
合計 3 2 10 10 2 27 表2

無雪期 積雪期 登攀 冬季登攀 沢登り 山スキー 合計

男性 4 0 5 1 1 2 13
女性 4 2 4 0 1 3 14
合計 8 2 9 1 2 5 27 表3

墜落 滑落 転倒 体勢 その他 合計

男性 4 1 5 0 2 12
女性 1 1 8 4 1 15
合計 5 2 13 4 3 27 表4

骨折 損傷 断裂 捻挫 打撲 他 合計

男性 6 1 0 2 1 2 12
女性 4 3 1 2 2 3 15
合計 10 4 1 4 3 5 27 表5

無雪期 積雪期 登攀 冬季登攀 沢登り 山スキー 人工壁 合計

男性 2 0 5 1 1 2 1 12
女性 4 2 4 0 1 3 1 15
合計 6 2 9 1 2 5 2 27

30代 40代 50代 60代 70代 合計

男性 3 1 2 6 0 12
女性 0 1 8 4 2 15
合計 3 2 10 10 2 27 表2

無雪期 積雪期 登攀 冬季登攀 沢登り 山スキー 合計

男性 4 0 5 1 1 2 13
女性 4 2 4 0 1 3 14
合計 8 2 9 1 2 5 27 表3

墜落 滑落 転倒 体勢 その他 合計

男性 4 1 5 0 2 12
女性 1 1 8 4 1 15
合計 5 2 13 4 3 27 表4

骨折 損傷 断裂 捻挫 打撲 他 合計

男性 6 1 0 2 1 2 12
女性 4 3 1 2 2 3 15
合計 10 4 1 4 3 5 27 表5

30代 40代 50代 60代 70代 合計

男性 3 1 2 6 0 12
女性 0 1 8 4 2 15
合計 3 2 10 10 2 27 表2

無雪期 積雪期 登攀 冬季登攀 沢登り 山スキー 合計

男性 4 0 5 1 1 2 13
女性 4 2 4 0 1 3 14
合計 8 2 9 1 2 5 27 表3

墜落 滑落 転倒 体勢 その他 合計

男性 4 1 5 0 2 12
女性 1 1 8 4 1 15
合計 5 2 13 4 3 27 表4

骨折 損傷 断裂 捻挫 打撲 他 合計

男性 6 1 0 2 1 2 12
女性 4 3 1 2 2 3 15
合計 10 4 1 4 3 5 27 表5

事故一報の受領順で掲載
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10
日　

共
済
の
今
日
と
未
来
を
考
え
る

懇
話
会
（
東
京
・
全
国
保
険
医

団
体
連
合
会
事
務
所
）
川
嶋
事

務
局
長
、
出
席
。

同
日　

自
然
保
護
委
員
会

11
日　

組
織
部
会

12
日　

遭
難
対
策
部
会

13
日　

ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

18
日　

三
役
会
議

同
日　

山
筋
推
進
委
員
会

同
日　

機
関
誌
委
員
会

20
日　

登
山
時
報
編
集
委
員
会

25
日　

労
山
基
金
運
営
委
員
会

27
日　

第
14
回
理
事
会

　

第
15
回
理
事
会
、
討
議
事
項

①
6
月
の
拡
大
理
事
会
に
つ
い
て

　

事
務
所
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
併
用
開
催

と
す
る
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
状
況
を
各

地
域
で
確
認
の
上
、
参
加
方
法
を
判
断

す
る
。
第
34
期
の
課
題
に
つ
い
て
、
詳

細
を
検
討
し
て
い
く
。

②
機
関
誌
検
討
委
員
会
に
つ
い
て

　
「
登
山
時
報
」「
労
山
ニ
ュ
ー
ス
」
だ

け
で
な
く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル

ニ
ュ
ー
ス
も
含
め
て
、
全
国
連
盟
の
方

針
と
活
動
状
況
を
早
く
確
実
に
効
率
よ

く
伝
え
る
こ
と
を
考
え
る
。
資
料
や
会

議
の
運
営
方
法
を
検
討
し
た
。

足尾山地、不動沢のコルから辿ってきた鋸山までの岩稜を望む 奥秩父、二子山西岳南面のローソク岩。背景は両神山
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コロナ禍で自宅で過ごす日々が続いている。過日、「逆転人生」山岳遭難14日間の生還ドキュ
メントを視聴。捜索が打ち切られた後の父母の必死な思いがきっかけに救助に繋がる。羽根
田治氏も著作で取り上げているが遭難を引き起こす初歩的なミス、登山計画書未届け、道迷
いの対応など登山道での事故が多発しているなかでの、多くの教訓を含んでいた。  （橋口）

風が強い日だった。外出から帰ると、わが家の玄関前に直径 20 ㎝～ 40
㎝くらいの木が倒れていた。驚き周りを見回すと、向かいの家の赤松の幹
が途中で折れていた。「温暖化の影響で、松くい虫被害が北上している」と
聞いていたが、実害が及ぶとは…　　　　　　　　　　　　　　　　（塩田）

9 時ワクチン接種 2 回目の予約、すぐ近くのパソコン修理屋に行くが、開
店は 11 時。いったん帰宅、再び訪れ修理を依頼。店主から念のために HD
にバックアップと言われ、再び帰宅。妻をおくりつつ、1 時に再訪。PC 復活。
3 時孫の保育園。4 時半 1 回目の接種会場へ。忙殺の 5 月 18 日。（田上）

コロナワクチンの予約・接種が本格的になってきたが、いざ自身の事と
して直面すると想像を越える混雑、混乱である。PC や固定、携帯を駆使
して発信したが全く通じず。ネット分は 25 分で終了。区役所に詰める
人携帯を持たない人が 10 円玉を抱え公衆にしがみついていた。　（小倉）

五輪精神をかなぐり捨て、国民不同意の「東京大会」が目前だ。コロナ
蔓延に苦しむ諸国。海外マスコミも中止を主張、国内では医療逼迫、頼
みのワクチンも道半ば。抱き込まれたテレビ・大新聞は黙認を決め込むが、
一体何・誰のための五輪か？　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木）

編集長　今野善伸
副編集長　橋口晴彦
編集　酒井正裕、田上千俊、渡辺明（進行）
校正　小倉迪夫、塩田善次郎、鈴木幹雄
DTP・デザイン　来住真太

7月号　No.557　2021年6月15日発行

発行人　浦添嘉徳
編集人　今野善伸
発　行　日本勤労者山岳連盟
〒 162-0814　東京都新宿区新小川町 5-24
TEL 03-3260-6331 メール jwaf@jwaf.jp
印　刷　株式会社 ウイング・コア

天神丸・高城山　風力発電計画を断念
オリックス（株）が徳島県美馬・神山・那賀
3 市町境で計画
　徳島県連はじめ同県の山岳・自然保護団体などが強
く反対してきた風力発電計画の事業化見送りが明らか
になった。同計画では、天神丸・高城山の周辺に風車
42 基を備えた風力発電施設を建設し、県内最大 14 万
4900kW の出力を想定していた。
　徳島県連の天野和幸理事長は「中止になったことは、
反対運動の成果だと思います。四国や全国の仲間のご
協力ありがとうございました。しかし、まだ油断は禁物。
県内ではＪＡＧ国際エナジー（株）による計画が 2 件進
行中で、我々はこれにも強く反対しています。引き続
きご協力お願いします」と話した。
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私
が
住
む
青
森
県
深
浦
町
に
は
白
神

山
地
を
代
表
す
る
川
が
２
本
流
れ
て
い

る
。
南
の
笹さ

ざ
な
い
が
わ

内
川
と
追お

い

良ら

瀬せ

川が
わ

だ
。
ど

ち
ら
も
白
神
岳
や
最
高
峰
の
向
白
神
岳

を
源
流
と
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
両

河
川
の
分
水
嶺
が
白
神
岳
を
含
む
主
稜

線
で
あ
り
、
そ
の
流
域
全
て
が
深
浦
町

に
属
し
て
い
る
。
川
が
長
い
分
、
追
良

瀬
川
の
方
が
笹
内
川
よ
り
緩
や
か
で
、

穏
や
か
な
印
象
が
あ
る
。

　

７
月
中
旬
、
梅
雨
明
け
ま
で
あ
と
少

し
。
ま
だ
厄
介
な
ア
ブ
の
攻
撃
も
な
く
、

雪
解
け
水
の
供
給
も
な
く
な
り
、
水
位

が
減
っ
た
追
良
瀬
川
中
流
域
か
ら
上
流

域
へ
と
遡
る
。
最
終
堰
堤
か
ら
約
２
時

間
で
世
界
自
然
遺
産
緩
衝
地
域
へ
（
一

の
沢
）。
こ
の
辺
り
は
も
う
河
畔
ま
で

ブ
ナ
が
迫
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
進
み
、

函は
こ

淵ぶ
ち

と
呼
ば
れ
る
深
淵
を
左
岸
か
ら
巻

け
ば
、
そ
こ
は
も
う
核
心
地
域
で
あ
り
、

指
定
ル
ー
ト
№
１
だ
。
渓
相
は
極
め

て
穏
や
か
。
水
面
に
映
る

木
々
の
緑
が
美
し
い
。
右

岸
か
ら
は
天
狗
岳
か
ら
落

ち
る
四
十
八
滝
の
沢
が
合

流
し
、
指
定
ル
ー
ト
№
２
へ
と
続
き
二

の
沢
へ
。
五
郎
三
郎
の
滝
は
さ
ら
に
指

定
ル
ー
ト
№
３
を
、
ヒ
グ
ラ
シ
の
滝
へ

は
ま
だ
ま
だ
№
4
、
№
５
、
さ
ら
に
は

№
６
を
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も

ち
ろ
ん
、
日
帰
り
な
ど
で
き
な
い
（
本

流
を
遡
っ
て
は
）。

　

も
う
1０
年
近
く
前
に
な
る
が
、
二
の

沢
ま
で
を
パ
ト
ロ
ー
ル
で
歩
い
た
帰

り
、
一
の
沢
付
近
で
ク
マ
ゲ
ラ
の
鳴
き

声
を
聞
い
た
。
喉
を
転
が
す
よ
う
に
優

し
く
コ
ロ
コ
ロ
と
鳴
い
た
。
ま
さ
か
そ

れ
が
最
後
の
ク
マ
ゲ
ラ
の
確
認
と
な
る

と
は
、
そ
の
時
は
思
い
も
し
な
か
っ
た

が
、
美
し
い
水
の
緑
と
ク
マ
ゲ
ラ
の
声
。

間
違
い
な
く
い
い
一
日
だ
っ
た
。

│第 47 回│

夏の追良瀬川にて
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　人に正確に伝えるためには、まず自分が居場所を正確に把握しなければ
ならない。山行前には地図を準備してそれを眺め、読み込み、使いやすい
ように加工し、山で現在地を確認しやすいように準備しよう。
　地図を入手して予定ルートの書き込みができたら、手に入った有用な
情報を書き込んでおくとよい。例えば、エスケープルート、山小屋、水
場、目的の花が咲いている場所、迷いやすい場所、など。地図は等高線
がしっかりと読み取れる国土地理院発行の地形図（紙の地形図、電子地
形図、地理院地図）を使う。紙の地形図や電子地形図は 1：25000、地理
院地図は等高線間隔が１０ｍのものを使い、縮尺か尺が分かるようにして
おく。磁北線もできれば引いておいた方がよい。
　ＧＰＳやスマホの操作に慣れている人は、それらにも同様に情報を入
れておくと便利に使える。
　地図の準備ができたら地図を眺めて地形をイメージしておこう。 記

録
の
た
め
の
地
図
活
用 

第
1
回

山
行
前
の
準
備
1

山登りをしている人ならば、人に読んでもらうための山行記録を書くこともあ
れば、自分の備忘録として山行の記録を残すこともあるだろう。そんなとき、
それぞれの出来事が起こった場所を正確に記録することは、次に行く人の参考
になったり、自分の次の予定を組むうえで有効な資料になったりする。逆に、
場所の記述が曖昧だとせっかくの情報が有効に活用できないことにつながるし、
場所が間違っていると道迷いを誘発することにもなりかねない。今回から 3回
で記録のための地図活用方法を紹介する。

145

地図入手、印刷方法の一例。パソ
コンの地理院地図（https://maps.
gsi.go.jp/）の画面。右上にある
「印刷」をクリックすると A4 や
A3 の地図を印刷できる。印刷する
前に右上にある「ツール」から①
→②→③の順でクリックして磁北
線を表示させておくとよい。今表
示されている地図の等高線間隔が
100m。本当に大きな地形しかわか
らない。印刷した後、「標高・土地
の凹凸」→「赤色立体図」とクリッ
クして地形のイメージをつかむの
もお勧め。

等高線間隔が 10m の地理院地
図。この表示より縮小すると等
高線間隔が 100mになる

スマホの地図アプリに情報を表示させた 3例。このルートを歩
くならどのパターンでもよい。今回作業方法は割愛するが、C
のようにポイントを表示させる方法は 2019 年 8 月号で紹介し
ている。
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温
泉
の
天
然
記
念
物

　

山
の
中
で
温
泉
が
自
然
に
湧
き
出

し
て
い
る
よ
う
な
場
所
で
は
、
温
泉

独
特
の
自
然
現
象
が
見
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
希
少

で
学
術
的
価
値
が
高
い
と
し
て
国
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。

　

温
泉
に
関
係
す
る
自
然
と
し
て
国

の
天
然
記
念
物
や
特
別
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
全
部
で

１１
件
あ
り
ま
す
（
表
）。
そ
の
内
容
は
、

噴
泉
や
間
欠
泉
な
ど
の
温
泉
湧
出
現

象
、
噴
泉
塔
、
噴
湯
丘
、
珪
華
や
石

灰
華
ド
ー
ム
な
ど
の
温
泉
成
分
の
沈

殿
物
、
球
状
の
石
灰
華
や
珪
華
、
酸

化
マ
ン
ガ
ン
、
北
投
石
な
ど
の
温
泉

生
成
鉱
物
な
ど
で
す
。

　

噴
泉
は
温
泉
が
噴
水
の
よ
う
に
勢

い
よ
く
噴
き
出
し
続
け
て
い
る
泉
源

で
、
間
欠
泉
は
一
定
の
時
間
間
隔
を

お
い
て
湧
き
出
す
泉
源
で
す
。
ち
な

み
に
、
我
が
国
の
観
光
名
所
と
な
っ

て
い
る
間
欠
泉
の
ほ
と
ん
ど
は
掘
削

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

地
表
に
湧
き
出
し
た
温
泉
は
、
圧

古田靖志　下呂発温泉博物館 名誉館長

新連載

国の天然記念物に指定されている温泉現象
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力
や
温
度
の
急
激
な
低
下
や
、
炭
酸

ガ
ス
の
放
出
等
に
よ
り
温
泉
成
分
を

析
出
し
、積
も
ら
せ
ま
す
。
噴
湯
丘
は
、

温
泉
成
分
の
中
の
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

が
な
だ
ら
か
な
丘
状
に
積
も
っ
た
も

の
で
、
さ
ら
に
時
間
の
経
過
に
よ
っ

て
塔
状
の
高
ま
り
に
成
長
し
た
も
の

が
噴
泉
塔
で
す
。
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

成
分
が
山
の
斜
面
を
流
れ
な
が
ら
積

も
っ
て
い
く
と
ド
ー
ム
状
の
石
灰
華

ド
ー
ム
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
堆
積

の
形
態
に
よ
り
名
称
が
異
な
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
も
堆
積
物
の
中
心
付
近

か
ら
温
泉
が
湧
き
出
し
続
け
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。
余
談
で
す
が
、
和

歌
山
県
の
湯
の
峰
温
泉
に
あ
る
東
光

寺
の
ご
神
体
は
噴
泉
塔
で
、
山
形
県

の
湯
殿
山
の
ご
神
体
は
石
灰
華
ド
ー

ム
で
す
。

　

温
泉
生
成
鉱
物
で
は
、
秋
田
県
の

焼
山
の
登
山
口
に
位
置
す
る
玉
川
温

泉
の
北
投
石
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で

す
。
温
泉
成
分
か
ら
生
成
さ
れ
る
放

射
能
を
有
す
る
鉱
物
で
、
世
界
中
で

も
玉
川
温
泉
と
台
湾
の
北
投
温
泉
か

ら
し
か
産
出
し
ま
せ
ん
。

　

北
海
道
の
雌
阿
寒
岳
に
ほ
ど
近
い

オ
ン
ネ
ト
ー
湯
の
滝
は
、
温
泉
の
中

に
マ
ン
ガ
ン
酸
化
細
菌
が
生
息
し
て

お
り
、
こ
の
細
菌
が
温
泉
成
分
か
ら

酸
化
マ
ン
ガ
ン
と
い
う
鉱
物
を
生
成

す
る
貴
重
な
滝
で
あ
る
こ
と
か
ら
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
天
然
記
念
物
の
所
在

地
は
、
国
土
地
理
院
発
行
の
二
万
五
千

分
の
一
地
形
図
上
に
記
号
や
名
称
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
近
く
の
山

へ
行
か
れ
た
折
に
は
ぜ
ひ
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
、
温
泉
の
新
た
な
魅
力

に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

変
化
の
激
し
い
記
念
物

　

温
泉
が
つ
く
る
天
然
記
念
物
は
山

の
中
に
あ
り
、
し
か
も
谷
川
沿
い
や
、

地
獄
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
噴
気
地
帯

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

場
所
は
、
立
地
的
に
は
非
常
に
不
安

定
な
場
所
で
、
谷
川
の
増
水
や
、
噴

気
地
帯
の
風
化
侵
食
な
ど
に
よ
っ
て

容
易
に
変
形
し
た
り
、
時
に
は
活
動

を
停
止
し
た
り
、
消
失
し
て
し
ま
う

こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
温
泉

成
分
が
積
も
り
続
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
大
き
く
成
長
し
た
り
形
を
変
え
た

り
す
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
別
天
然
記
念
物
で
あ
る
宮
城
県

の
「
鬼
首
の
雌
釜
お
よ
び
雄
釜
間
欠

泉
」
の
場
合
、
文
化
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
は
「
２
つ
の
間
欠
泉
の
湧
出

活
動
が
停
止
し
て
い
る
」
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
筆
者
の
現

地
調
査
に
よ
り
、
両
間
欠
泉
は
土
砂

に
埋
没
し
、
活
動
停
止
ど
こ
ろ
か
完

全
に
消
失
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
（
そ
れ
な
の
に
未
だ

に
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た

ま
ま
で
す
）。

　

長
野
県
大
町
市
に
あ
る
「
高
瀬
渓

谷
の
噴
湯
丘
」
は
、
天
然
記
念
物
指

定
時
に
は
高
さ
の
な
い
丘
状
の
石
灰

華
で
あ
っ
た
た
め
「
噴
湯
丘
」
と
命

名
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
約
５

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
ま
で
成
長
し
、「
噴

湯
丘
」
で
は
な
く
「
噴
泉
塔
」
と
呼

ぶ
べ
き
物
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
温
泉
に
関
わ
る
天

然
記
念
物
は
そ
の
性
質
上
、
極
め
て

状
態
が
変
化
し
や
す
く
、
天
然
記
念

物
と
し
て
保
護
し
て
い
く
た
め
に
は
、

常
に
状
況
を
把
握
し
つ
づ
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
行
政

の
管
轄
部
署
に
よ
り
管
理
し
切
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
、
登
山
の
専
門
家
の
み
な

さ
ん
に
切
な
る
お
願
い
な
の
で
す
が
、

み
な
さ
ん
が
山
行
を
さ
れ
天
然
記
念

物
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
機
会
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
天
然
記
念

物
の
写
真
を
撮
影
し
て
い
た
だ
き
、

撮
影
年
月
日
を
添
え
て
各
々
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ

け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
切
な
天
然

記
念
物
の
大
変
貴
重
で
か
け
が
え
の

な
い
現
状
記
録
と
な
る
か
ら
で
す
。

長野県高瀬渓谷の噴湯丘

※次回の「山の温泉講座」は 9 月号に掲載予定（隔月連載）。筆者を本号 38 ページ「ひと」欄で紹介しています。37 登山時報 2021 年 7月号
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1961 年岐阜県生まれ。岐阜県博物館地
質担当学芸員、岐阜県先端科学技術体験セ
ンター地学担当を経て、現在、下呂発温泉
博物館名誉館長。日本温泉科学会評議員、
日本温泉地域学会理事。著書に『図説日本
の温泉　170温泉のサイエンス』（分担執
筆）、『温泉学入門』（共著）、『大地と水のハー
モニー』他多数。

古田靖志さん

―
温
泉
に
関
心
を
も
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　

も
と
も
と
大
学
で
地
質
学
（
火
山

学
）
を
専
攻
し
て
い
ま
し
た
。
火
山

と
温
泉
と
い
う
の
は
セ
ッ
ト
に
な
っ

た
自
然
現
象
で
す
の
で
、
温
泉
に
関

心
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
沢

登
り
が
主
体
と
な
る
地
質
調
査
を
終

え
て
、
付
近
の
旅
館
で
温
泉
に
入
り
、

ビ
ー
ル
で
一
杯
や
る
と
い
う
至
福
の

喜
び
を
重
ね
る
う
ち
に
、
心
は
地
質

よ
り
も
温
泉
に
傾
い
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
世
間
で
、
か
け
流
し
と
か
循

環
と
か
が
話
題
に
な
る
以
前
に
、
入
っ

た
温
泉
が
消
毒
臭
く
、
お
湯
が
浴
槽

に
な
み
な
み
と
注
が
れ
る
の
に
浴
槽

か
ら
あ
ふ
れ
出
な
い
の
に
疑
問
を
も

ち
、
調
べ
る
う
ち
に
温
泉
の
裏
事
情

を
知
る
こ
と
に
な
り
、
本
格
的
に
温

泉
を
研
究
対
象
と
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
自
然
の
中
で
の
温
泉
の
湧

き
出
し
方
や
、
温
泉
成
分
が
作
り
出

す
堆
積
物
な
ど
、
温
泉
な
ら
で
は
の

自
然
現
象
を
中
心
に
、
温
泉
に
つ
い

て
広
い
範
囲
を
対
象
に
研
究
し
て
い

ま
す
。

　

温
泉
に
関
し
て
は
、
日
本
温
泉
科

学
会
、
日
本
温
泉
気
候
物
理
医
学
会
、

日
本
温
泉
地
域
学
会
、
日
本
温
泉
工

学
会
な
ど
の
学
会
が
あ
り
、
各
分
野

の
専
門
家
が
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ほ
ど
数
が
多
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
専
門
的
な
研
究
が

進
み
論
文
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
の
よ
う
な
知
見
が
一
般
の
人
々
に

伝
わ
っ
て
い
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

―
全
国
的
に
珍
し
い
温
泉
専
門
の
博
物
館

の
設
立
に
携
わ
ら
れ
た
そ
う
で
す
ね
？

　

下
呂
温
泉
の
方
か
ら
温
泉
博
物
館

を
つ
く
り
た
い
と
い
う
ご
相
談
を
受

け
て
、
温
泉
の
教
育
普
及
に
最
良
の

方
法
で
あ
る
と
思
い
、
全
面
的
に
協

力
し
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
か
ら
資
料
集

め
ま
で
し
ま
し
た
。「
下
呂
発
温
泉
博

物
館
」
の
館
内
を
ひ
と
回
り
す
る
と
、

実
物
資
料
を
通
し
て
温
泉
と
は
何
か

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
観
光
施
設
で
は
な
く
、

温
泉
の
普
及
施
設
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
温
泉
フ
ァ
ン
の

方
な
ら
き
っ
と
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

展
示
内
容
だ
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
人
は
温
泉
が
大
好
き
な
人
が

多
い
の
で
す
が
、「
温
泉
好
き
の
温
泉

知
ら
ず
」
と
揶
揄
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
よ
う
に
、
意
外
と
正
し
い
知
識
や

情
報
が
普
及
し
て
い
な
い
現
状
が
あ

り
ま
す
。
衛
生
上
の
問
題
や
療
養
上

の
問
題
、
温
泉
の
保
護
に
関
す
る
問

題
、
各
種
の
法
的
な
問
題
な
ど
、
温

泉
を
利
用
す
る
方
に
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

の
で
、「
難
し
い
…
」
と
敬
遠
さ
れ
な

い
よ
う
、
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
井
上
ひ
さ
し
氏
の

言
葉
、「
む
ず
か
し
い
こ
と
を
や
さ
し

く
、
や
さ
し
い
こ
と
を
ふ
か
く
、
ふ

か
い
こ
と
を
お
も
し
ろ
く
、
お
も
し

ろ
い
こ
と
を
ま
じ
め
に
…
」
を
座
右

の
銘
と
し
て
。　
（
聞
き
手
・
渡
辺
明
）

本
号
か
ら
「
山
の
温
泉
講
座
」
を
連
載

下
呂
温
泉
は
じ
め
多
く
の
温
泉
地
を
有
す
る
岐
阜
の「
温
泉
博
士
」

38登山時報 2021 年 7月号



花の咲き方
石井光造

　

夏
に
な
る
と
山
の
花
、
と
く
に
お
花
畑

の
群
生
が
思
い
浮
か
ぶ
。
い
ま
や
幻
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
お
花
畑
が
北
上
山
地

に
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
七
月
に
突
然

現
れ
る
牧
草
地
を
花
で
埋
め
る
場
所
で

あ
っ
た
。
黄
色
は
ウ
マ
ノ
ア
シ
ガ
タ
、
茶

色
は
ヤ
マ
オ
ダ
マ
キ
の
花
が
こ
れ
で
い

い
か
と
い
う
ば
か
り
に
咲
い
て
い
た
（
右

写
真
）。
秘
密
の
お
花
畑
と
し
て
、
二
年

後
友
人
た
ち
を
連
れ
て
行
こ
う
と
し
と

た
ら
、
風
車
が
建
設
さ
れ
、
消
え
て
し

ま
っ
た
と
判
っ
た
。

　

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
を
探
し
て
、
礼
文

島
、
早
池
峰
・
朝
日
・
飯
豊
・
月
山
・
至

仏
な
ど
を
登
っ
た
。
本
場
の
チ
ロ
ル
で

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
南
島
の
ク
ロ
ッ
セ
ス
ノ
ブ
と
い

う
知
ら
れ
ざ
る
山
の
斜
面
に
白
い
花
の

群
生
を
見
た
と
き
の
感
激
は
昨
日
の
こ

と
の
よ
う
に
思
い
出
せ
る
（
中
写
真
）。

　

一
番
心
に
残
る
の
は
、
次
女
と
迷
っ

た
森
の
中
に
ぼ
う
っ
と
浮
か
び
上
が
っ

た
レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
の
半
透
明
の
花
だ

が
、
二
つ
の
八
町
峠
を
歩
い
た
御
坂
山
地

の
森
の
日
向
に
咲
い
て
い
る
の
を
眺
め

た
と
き
の
幸
せ
と
い
う
思
い
だ
っ
た
（
左

写
真
）。

vol.102

高山植物を描こう 2

タテヤマリンドウ

て
い
ま
す
。
観
光
施
設
で
は
な
く
、

温
泉
の
普
及
施
設
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
温
泉
フ
ァ
ン
の

方
な
ら
き
っ
と
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

展
示
内
容
だ
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
人
は
温
泉
が
大
好
き
な
人
が

多
い
の
で
す
が
、「
温
泉
好
き
の
温
泉

知
ら
ず
」
と
揶
揄
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
よ
う
に
、
意
外
と
正
し
い
知
識
や

情
報
が
普
及
し
て
い
な
い
現
状
が
あ

り
ま
す
。
衛
生
上
の
問
題
や
療
養
上

の
問
題
、
温
泉
の
保
護
に
関
す
る
問

題
、
各
種
の
法
的
な
問
題
な
ど
、
温

泉
を
利
用
す
る
方
に
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

の
で
、「
難
し
い
…
」
と
敬
遠
さ
れ
な

い
よ
う
、
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
井
上
ひ
さ
し
氏
の

言
葉
、「
む
ず
か
し
い
こ
と
を
や
さ
し

く
、
や
さ
し
い
こ
と
を
ふ
か
く
、
ふ

か
い
こ
と
を
お
も
し
ろ
く
、
お
も
し

ろ
い
こ
と
を
ま
じ
め
に
…
」
を
座
右

の
銘
と
し
て
。　
（
聞
き
手
・
渡
辺
明
）

　尾瀬の山に登った時のことです。朝はつぼみだったタテヤ
マリンドウが全部小さく開いて、上から見ているわたしに顔
を見せてくれたのがすごく新鮮でした。
　花びらの数は決まっています。例外もあるのですが、1、2、
3、5、8、13、21 と フィボナッチ数列 で決まっています。
　タテヤマリンドウの花びらは一瞬 10 枚に見えますが、
花弁５枚の間に副弁５枚なので、花びらは５枚です。
ところが「合弁花」といって下が全部くっついてい
るので、本当は 1 枚なのです。
　こうして考えると、10 枚や６枚の花びらに見え
るのも、実は「がく」だったりします。花びら５
枚という花が多いなと思いますが、コスモスは８枚、
マーガレットは 21 枚と興味深いです。そんなことを
見て花を描くのもいいでしょう。
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あ
り
が
た
い
マ
ス
ク
と
言
え
そ
う

で
す
。
も
ち
ろ
ん
ハ
イ
キ
ン
グ
だ
け

で
は
な
く
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
サ
イ
ク
リ

ン
グ
、
町
の
散
歩
や
今
は
夢
の
ま
た

夢
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
乾
燥
地
や
高
所
で

も
、
す
ご
く
役
立
つ
事
ま
ち
が
い
な

し
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
私
が
講
師
と
し
て
行
く

Ｊ
旅
行
社
の
登
山
ツ
ア
ー
日
程
表
の

注
意
事
項
に
は
以
下
の
文
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。「
＝
前
略
＝
装
着
い
た

だ
く
マ
ス
ク
（
複
数
枚
）
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
＝
中
略
＝
ハ
イ
キ
ン
グ

中
に
は
、
す
ぐ
に
装
着
で
き
る
よ
う

マ
ス
ク
や
ネ
ッ
ク
ゲ
ー
タ
ー（
バ
フ
）

等
を
携
帯
い
た
だ
き
、
適
宜
ご
着
用

お
願
い
し
ま
す
＝
以
下
略
＝
」

が
な
い
限
り
は
行
か
ず
、
た
ま
た
ま

来
店
し
て
目
に
し
た
マ
ス
ク
が
、
こ

の
商
品
だ
と
気
づ
い
た
次
第
な
の
で

あ
り
ま
す
。
な
ぜ
、
山
中
で
目
立
つ

程
に
よ
く
売
れ
て
い
る
の
か
は
商
品

の
タ
グ
を
見
て
、
さ
ら
に
カ
タ
ロ
グ

で
調
べ
る
と
理
由
が
わ
か
り
ま
し

た
。

そ
の
１
、
ま
ず
日
焼
け
防
止
の
Ｕ
Ｖ

カ
ッ
ト
マ
ス
ク
で
あ
る
。

そ
の
２
、
開
口
部
が
あ
り
息
苦
し
く

な
い
。

そ
の
３
、
着
け
た
ま
ま
飲
み
物
が
飲

め
る
。

そ
の
４
、メ
ガ
ネ
が
く
も
り
に
く
い
。

そ
の
５
、
装
着
す
る
と
３
度
ほ
ど
涼

し
く
感
じ
る
。

　

良
い
こ
と
づ
く
め
で
女
性
に
は

　

最
近
、
近
郊
の
山
登
り
を
し
て
い

て
、
よ
く
見
る
の
が
表
題
で
あ
り
、

写
真
１
の
マ
ス
ク
で
す
。
特
に
黒
色

の
を
目
に
す
る
と
「
イ
ス
ラ
ム
の
女

性
か
な
!?
」
と
ハ
ッ
と
す
る
時
も
あ

り
ま
し
た
。

　

カ
モ
シ
カ
ス
ポ
ー
ツ
を
定
年
退
職

し
て
２
年
も
経
つ
と
、
さ
す
が
に
用

　

と
い
う
こ
と
で
本
当
に
マ
ス
ク

や
バ
フ
は
必
需
品
と
な
っ
て
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
の
暑
い
時
期
に
バ
フ

は
首
回
り
が
少
々
暑
苦
し
い
気
も
し

ま
す
。
私
的
に
は
登
山
口
ま
で
は
通

常
の
不
織
布
を
使
い
、
山
中
で
は
顔

に
ぴ
っ
た
り
フ
ィ
ッ
ト
し
足
元
が
良

く
見
え
る
上
に
通
気
性
の
良
い
布
マ

ス
ク
、
と
使
い
分
け
て
い
ま
す
。
そ

し
て
マ
ス
ク
の
収
納
時
に
は
、
ど
こ

か
で
も
ら
っ
た
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
に
入

れ
雨
蓋
へ
、
予
備
の
マ
ス
ク
は
Ａ
４

サ
イ
ズ
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
入
れ

ザ
ッ
ク
背
面
に
入
れ
て
持
ち
歩
い
て

お
り
ま
す
。

　

マ
ス
ク
が
不
要
の
時
代
が
待
ち
遠

し
い
～
！

ヤケーヌ（焼けぬ）
UV カットマスク

234

元カモシカスポーツ本店店長

丸福繊維　ヤケーヌ・スタンダード
シリーズ中、ノーマルタイプで最も安
価なので人気№ 1。カラーは五色あり、
色によって若干 UV カット率は変わる。
素材：ポリエステル 87％・キュプラ
13％　サイズ：フリー
価格：￥1,650（税込）　ベトナム製

写真 1

各種日除けグッズ
ヤケーヌの UV カットマスクやネック
ゲーター（バフ）等が陳列されている
コーナー。また、アウトドアメーカー
やアパレルメーカーなどからも色々な
マスクが発売されている。

マスクの収納
右 2 つが銀行と JR からもらったマ
スクケースで、コレはすぐ出し入れ
できるように雨蓋に収納している。
ちなみに使用後には洗っておこう。
左は A4 サイズのクリアファイルで、
私は予備のマスクに湿布や計画書等
も入れ、ザック内の背面に収納して
いる。
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募集期間
7月2日（金）必着

WEB 応募
https://ws.formzu.net/dist/S95090480/

応募方法

資　格：労山会員
点　数：一人 5 点まで
期　日：7 月 2 日必着
テーマ：A ＝おらが山   B ＝仲間との登山  どちらかに該当するもの
写　真：横位置のみ。データは 1000 万画素以上。合成は不可。
　　　　人物が主題の作品は、写っている人の許諾を得たもの
　　　　であること。
※写真はトリミングすることがあります。カレンダー（B4 判・中綴じ）
　 掲載時の仕上り寸法は 257mm × 364mm です。

採用数：表紙および 1 月〜 12 月の計 13 点　
選　考：小松由佳さん（フォトグラファー）

応募規定

選考規定

郵送
CD-R 又は USB で送付。フィルムカメラでの作品はデータ又は A4 サイズのプリント写真で送付。
氏名・所属会・地方連盟・住所・電話番号・メールアドレス、各作品名・応募テーマ（A 又は B）・被写体の山名（山
域）・撮影年月日を明記してください。
〒 162-0814 東京都新宿区新小川町 5-24　日本勤労者山岳連盟　
※返却を希望する場合は、返却先を記載して切手を貼った返送用封筒を同封してください。

採用された方には謝礼 2 万円
すべての応募者にカレンダー
1 部進呈

2021 年版の感想

・北から南までの山々を入れて
ほしい

・色んな山行をして、応募でき
るような写真を撮りたいです

・月曜始まりカレンダーは使い
づらい

・翌月、翌々月をカレンダーの
隅に小さく入れてほしい

・いつも楽しみで、じっくり眺
めれるところに飾ります

etc

今
回
も
労
山
会
員
の
写
真
で
カ
レ
ン
ダ
ー
を
つ
く
り
ま
す
。

あ
な
た
が
感
じ
て
い
る
山
・
登
山
の
魅
力
を
写
真
で
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

募
集
テ
ー
マ
は
２
つ
で
す
。

Ａ
「
お
ら
が
山
」
…
地
元
や
ふ
る
さ
と
の
（
又
は
何
度
も
通
っ
て
親
し
ん

　

  

で
き
た
）
山
の
魅
力
を
写
し
取
っ
た
も
の

Ｂ
「
仲
間
と
の
登
山
」
…
仲
間
と
の
登
山
を
写
し
取
っ
た
も
の

全
国
か
ら
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

専用フォームで

手軽に
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